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(57)【要約】
【課題】多種多様な複数のアクセスネットワークへの接
続をサポートした端末装置やネットワークの装置に好適
な通信制御手段を提供すること。
【解決手段】多種多様な複数のアクセスネットワークに
接続する端末装置やネットワークの装置に好適なセッシ
ョンを確立するための通信制御手段や、複数のアクセス
ネットワークを介してセッションを確立している端末装
置やネットワークの装置に好適なユーザデータの通信制
御手段などを提供する。
【選択図】図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置であって、
　第1のセッション確立手続きにおいて、少なくとも第1の識別情報を含むセッション確立
受諾メッセージを、3GPPアクセスを介してコアネットワークから受信する送受信部と、
　前記第1のセッション確立手続きに基づいて、Access Traffic Splittingをサポートし
たセッションを前記コアネットワークとの間に確立する制御部とを有し、
　前記第1の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを確立し
たことを示す情報であり、
　前記セッションは、前記3GPPアクセスを介した第1の通信路を用いて通信可能なセッシ
ョンである
　ことを特徴とする端末装置。
【請求項２】
　前記送受信部は、第2のセッション確立手続きにおいて、少なくとも前記第1の識別情報
を含むセッション確立受諾メッセージを、Non-3GPPアクセスを介して前記コアネットワー
ク又はアクセスネットワークから受信し、
　前記制御部は、前記第2のセッション確立手続きに基づいて、前記セッションは、前記
第1の通信路とNon-3GPPアクセスを介した第2の通信路を用いた通信が実行可能となる
　ことを特徴とする請求項1に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記送受信部は、前記第1のセッション確立手続きにおいて、少なくとも第2の識別情報
を含むセッション確立要求メッセージを、前記3GPPアクセスを介して前記コアネットワー
クに送信し、
　前記送受信部は、前記第2のセッション確立手続きにおいて、少なくとも前記第2の識別
情報を含むセッション確立要求メッセージを、前記Non-3GPPアクセスを介して前記コアネ
ットワーク又は前記アクセスネットワークに送信し、
　前記第2の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションの確立を
要求することを示す情報である
　ことを特徴とする請求項2に記載の端末装置。
【請求項４】
　前記送受信部は、アタッチ手続きにおいて、少なくとも第3の識別情報を含むアタッチ
受諾メッセージを、前記3GPPアクセスを介して前記コアネットワークから受信し、
　前記第3の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートすることを示す前記コア
ネットワークの機能情報である
　ことを特徴とする請求項1に記載の端末装置。
【請求項５】
　前記送受信部は、前記アタッチ手続きにおいて、少なくとも第4の識別情報を含むアタ
ッチ要求メッセージを、前記3GPPアクセスを介して前記コアネットワークに送信し、
　前記第4の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートすることを示す前記端末
装置の機能情報である
　ことを特徴とする請求項4に記載の端末装置。
【請求項６】
　前記送受信部は、前記第2のセッション確立手続きを完了した状態において、少なくと
も第5の識別情報を含むルーティング更新要求メッセージを、前記3GPPアクセスを介して
前記コアネットワークに送信し、
　前記第5の識別情報は、Access Traffic Splittingの機能を停止することを要求する情
報である
　ことを特徴とする請求項2に記載の端末装置。
【請求項７】
　コアネットワークに含まれる制御装置であって、
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　セッション確立手続きにおいて、少なくとも第1の識別情報を含むセッション確立受諾
メッセージを、3GPPアクセスを介して端末装置に送信する送受信部を有し、
　前記第1の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを確立し
たことを示す情報である
　ことを特徴とする制御装置。
【請求項８】
　前記送受信部は、アタッチ手続きにおいて、少なくとも第2の識別情報を含むアタッチ
受諾メッセージを、前記3GPPアクセスを介して前記端末装置に送信し、
　前記第2の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートすることを示す前記コア
ネットワークの機能情報である
　ことを特徴とする請求項7に記載の制御装置。
【請求項９】
　前記送受信部は、前記アタッチ手続きにおいて、少なくとも第3の識別情報を含むアタ
ッチ要求メッセージを、前記3GPPアクセスを介して前記端末装置から受信し、
　前記第3の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートすることを示す前記端末
装置の機能情報である
　ことを特徴とする請求項8に記載の制御装置。
【請求項１０】
　アクセスネットワークとコアネットワークを接続するゲートウェイであって、
　セッション確立手続きにおいて、少なくとも第1の識別情報を含むセッション確立要求
メッセージを、前記Non-3GPPアクセスを介して前記端末装置から受信する送受信部を有し
、
　前記送受信部は、前記セッション確立手続きにおいて、少なくとも第2の識別情報を含
むセッション確立受諾メッセージを、Non-3GPPアクセスを介して端末装置に送信し、
　前記第1の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションの確立を
要求することを示す情報であり、
　前記第2の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを確立し
たことを示す情報である
　ことを特徴とするゲートウェイ。
【請求項１１】
　端末装置の通信制御方法であって、
　　第1のセッション確立手続きにおいて、少なくとも第1の識別情報を含むセッション確
立受諾メッセージを、3GPPアクセスを介してコアネットワークから受信するステップと、
　前記第1のセッション確立手続きに基づいて、Access Traffic Splittingをサポートし
たセッションを前記コアネットワークとの間に確立するステップとを有し、
　前記第1の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを確立し
たことを示す情報であり、
　前記セッションは、前記3GPPアクセスを介した第1の通信路を用いて通信可能なセッシ
ョンである
　ことを特徴とする端末装置の通信制御方法。
【請求項１２】
　第2のセッション確立手続きにおいて、少なくとも前記第1の識別情報を含むセッション
確立受諾メッセージを、Non-3GPPアクセスを介して前記コアネットワーク又はアクセスネ
ットワークから受信するステップと、
　前記第2のセッション確立手続きに基づいて、前記セッションは、前記第1の通信路とNo
n-3GPPアクセスを介した第2の通信路を用いた通信を実行するステップ
　を有することを特徴とする請求項11に記載の端末装置の通信制御方法。
【請求項１３】
　前記第1のセッション確立手続きにおいて前記セッション確立受諾メッセージを受信す
る前に、少なくとも第2の識別情報を含むセッション確立要求メッセージを、前記3GPPア
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クセスを介して前記コアネットワークに送信ステップと、
　前記第2のセッション確立手続きにおいて前記セッション確立受諾メッセージを受信す
る前に、少なくとも前記第2の識別情報を含むセッション確立要求メッセージを、前記Non
-3GPPアクセスを介して前記コアネットワーク又は前記アクセスネットワークに送信する
ステップを有し、
　前記第2の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションの確立を
要求することを示す情報である
　ことを特徴とする請求項12に記載の端末装置の通信制御方法。
【請求項１４】
　アタッチ手続きにおいて、少なくとも第3の識別情報を含むアタッチ受諾メッセージを
、前記3GPPアクセスを介して前記コアネットワークから受信するステップを有し、
　前記第3の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートすることを示す前記コア
ネットワークの機能情報である
　ことを特徴とする請求項11に記載の端末装置の通信制御方法。
【請求項１５】
　前記アタッチ手続きにおいて前記アタッチ受諾メッセージを受信する前に、少なくとも
第4の識別情報を含むアタッチ要求メッセージを、前記3GPPアクセスを介して前記コアネ
ットワークに送信するステップを有し、
　前記第4の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートすることを示す前記端末
装置の機能情報である
　ことを特徴とする請求項14に記載の端末装置の通信制御方法。
【請求項１６】
　前記第2のセッション確立手続きを完了した状態において、少なくとも第5の識別情報を
含むルーティング更新要求メッセージを、前記3GPPアクセスを介して前記コアネットワー
クに送信するステップを有し、
　前記第5の識別情報は、Access Traffic Splittingの機能を停止することを要求する情
報である
　ことを特徴とする請求項12に記載の端末装置の通信制御方法。
【請求項１７】
　コアネットワークに含まれる制御装置の通信制御方法であって、
　セッション確立手続きにおいて、少なくとも第1の識別情報を含むセッション確立受諾
メッセージを、3GPPアクセスを介して端末装置に送信するステップを有し、
　前記第1の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを確立し
たことを示す情報である
　ことを特徴とする制御装置の通信制御方法。
【請求項１８】
　アタッチ手続きにおいて、少なくとも第2の識別情報を含むアタッチ受諾メッセージを
、前記3GPPアクセスを介して前記端末装置に送信するステップを有し、
　前記第2の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートすることを示す前記コア
ネットワークの機能情報である
　ことを特徴とする請求項17に記載の制御装置の通信制御方法。
【請求項１９】
　　前記アタッチ手続きにおいて前記アタッチ受諾メッセージを受信する前に、少なくと
も第3の識別情報を含むアタッチ要求メッセージを、前記3GPPアクセスを介して前記端末
装置から受信するステップを有し、
　前記第3の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートすることを示す前記端末
装置の機能情報である
　ことを特徴とする請求項18に記載の制御装置の通信制御方法。
【請求項２０】
　アクセスネットワークとコアネットワークを接続するゲートウェイの通信制御方法であ
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って、
　前記セッション確立手続きにおいて、少なくとも第1の識別情報を含むセッション確立
要求メッセージを、前記Non-3GPPアクセスを介して端末装置から受信するステップと、
　セッション確立手続きにおいて、少なくとも第2の識別情報を含むセッション確立受諾
メッセージを、Non-3GPPアクセスを介して前記端末装置に送信するステップを有し、
　前記第1の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションの確立を
要求することを示す情報であり、
　前記第2の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを確立し
たことを示す情報である
　ことを特徴とするゲートウェイの通信制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、制御装置、ゲートウェイ、及び通信制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の移動通信システムの標準化活動を行う3GPP(The 3rd Generation Partnership Pr
oject)は、LTE(Long Term Evolution)のシステムアーキテクチャであるSAE(System Archi
tecture Enhancement)の検討を行っている。3GPPは、オールIP化を実現する通信システム
としてEPS(Evolved Packet System)の仕様化を行っている。なお、EPSを構成するコアネ
ットワークはEPC(Evolved Packet Core)と呼ばれる。
【０００３】
　また、近年3GPPでは、次世代移動通信システムである5G(5th Generation)移動通信シス
テムの次世代通信技術やシステムアーキテクチャの検討も行っており、次世代通信技術の
検討として、NextGen(Architecture for Next Generation System)の検討を行っている。
NextGenでは、多種多様な端末をセルラーネットワークに接続するための技術課題を抽出
し、解決策を仕様化している。
【０００４】
　例えば、多種多様なアクセスネットワークをサポートする端末に応じた、継続的な移動
通信サービスをサポートするための通信手続きの最適化及び多様化や、通信手続きの最適
化及び多様化に合わせたシステムアーキテクチャの最適化なども要求条件として挙げられ
ている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】3GPP TR 23.799 V0.5.0 (2016-05); 3rd Generation Partnership Proj
ect; Technical Specification Group Services and System Aspects; Study on Archite
cture for Next Generation System; (Release 14)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　NextGenでは、端末、ネットワーク装置間の移動通信サービスにおけるセッション管理
の最適化のための検討が行われている。
【０００７】
　より具体的には、セッション確立手続きやユーザデータの通信手続きで用いるアクセス
ネットワークを多様化することで、端末やネットワーク装置に適した継続的な移動通信サ
ービスを提供するための検討行われている。
【０００８】
　しかし、多種多様なアクセスネットワークをサポートした端末やネットワーク装置のた
めのセッションを確立するための手段や、多種多様なユーザデータの通信手段を実現する
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ための手段等が明らかになっていない。
【０００９】
　本発明は、このような事情を鑑みてなされたもので、その目的は、セッション確立のた
めの手段や、多種多様なユーザデータの通信を実現するための通信制御手段等を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の端末装置は、第1のセッション確立手続きにおいて、少なくとも第1の識別情報
を含むセッション確立受諾メッセージを、3GPPアクセスを介してコアネットワークから受
信する送受信部と、第1のセッション確立手続きに基づいて、Access Traffic Splitting
をサポートしたセッションをコアネットワークとの間に確立する制御部とを有し、第1の
識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを確立したことを示す
情報であり、セッションは、3GPPアクセスを介した第1の通信路を用いて通信可能なセッ
ションであることを特徴とする。
【００１１】
　本発明の端末装置の通信制御方法は、第1のセッション確立手続きにおいて、少なくと
も第1の識別情報を含むセッション確立受諾メッセージを、3GPPアクセスを介してコアネ
ットワークから受信するステップと、第1のセッション確立手続きに基づいて、Access Tr
affic Splittingをサポートしたセッションをコアネットワークとの間に確立するステッ
プとを有し、第1の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを
確立したことを示す情報であり、セッションは、3GPPアクセスを介した第1の通信路を用
いて通信可能なセッションであることを特徴とする。
【００１２】
　本発明のコアネットワークに含まれる制御装置は、セッション確立手続きにおいて、少
なくとも第1の識別情報を含むセッション確立受諾メッセージを、3GPPアクセスを介して
端末装置に送信する送受信部を有し、第1の識別情報は、Access Traffic Splittingをサ
ポートしたセッションを確立したことを示す情報であることを特徴とする。
【００１３】
　本発明のコアネットワークに含まれる制御装置の通信制御方法は、セッション確立手続
きにおいて、少なくとも第1の識別情報を含むセッション確立受諾メッセージを、3GPPア
クセスを介して端末装置に送信するステップを有し、第1の識別情報は、Access Traffic 
Splittingをサポートしたセッションを確立したことを示す情報であることを特徴とする
。
【００１４】
　本発明のアクセスネットワークとコアネットワークを接続するゲートウェイは、セッシ
ョン確立手続きにおいて、少なくとも第1の識別情報を含むセッション確立要求メッセー
ジを、Non-3GPPアクセスを介して端末装置から受信する送受信部を有し、送受信部は、セ
ッション確立手続きにおいて、少なくとも第2の識別情報を含むセッション確立受諾メッ
セージを、Non-3GPPアクセスを介して端末装置に送信し、第1の識別情報は、Access Traf
fic Splittingをサポートしたセッションの確立を要求することを示す情報であり、第2の
識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを確立したことを示す
情報であることを特徴とする。
【００１５】
　本発明のアクセスネットワークとコアネットワークを接続するゲートウェイの通信制御
方法は、セッション確立手続きにおいて、少なくとも第1の識別情報を含むセッション確
立要求メッセージを、Non-3GPPアクセスを介して端末装置から受信するステップと、セッ
ション確立手続きにおいて、少なくとも第2の識別情報を含むセッション確立受諾メッセ
ージを、Non-3GPPアクセスを介して端末装置に送信するステップを有し、第1の識別情報
は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションの確立を要求することを示す情
報であり、第2の識別情報は、Access Traffic Splittingをサポートしたセッションを確
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立したことを示す情報であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、端末は、同時に複数のアクセスネットワークを介してコアネットワー
クに接続することができ、さらに、多種多様なユーザデータの通信を実現することができ
る。また、コアネットワークは、多種多様なアクセスネットワークに接続している端末装
置を収容することができ、さらに、移動通信サービスを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】移動通信システムの概略を説明するための図である。
【図２】移動通信ネットワークの構成等の一例を説明するための図である。
【図３】移動通信ネットワークの構成等の一例を説明するための図である。
【図４】UEの装置構成を説明するための図である。
【図５】UEの記憶部を説明するための図である。
【図６】eNB/NextGen BS/WAGの装置構成を説明するための図である。
【図７】MMEの装置構成を説明するための図である。
【図８】MMEの記憶部を説明するための図である。
【図９】MMEの記憶部を説明するための図である。
【図１０】SGW/PGW/SCEFの装置構成を説明するための図である。
【図１１】SGWの記憶部を説明するための図である。
【図１２】PGWの記憶部を説明するための図である。
【図１３】SCEFの記憶部を説明するための図である。
【図１４】PDUセッション確立状態を説明するための図である。
【図１５】通信手続きの概要を説明するための図である。
【図１６】アタッチ手続きを説明するための図である。
【図１７】UE主導のPDUセッション確立手続きを説明するための図である。
【図１８】UE主導の第2のアクセスを介したPDUセッション確立手続きを説明するための図
である。
【図１９】ネットワーク主導のルーティングルール更新手続きを説明するための図である
。
【図２０】UE主導のルーティングルール更新手続きを説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明を実施する為に最良の形態について説明する。なお、本実
施形態では一例として、本発明を適用した場合の移動通信システムの実施形態について説
明する。
【００１９】
　[1.システム概要]
　図1は、本実施形態における移動通信システムの概略を説明するための図である。本図
に示すように、移動通信システム1は、移動端末装置UE_A10とアクセスネットワークとコ
アネットワーク_A90とPDN(Packet Data Network)_A5により構成されている。ここで、UE_
A10は無線接続可能な端末装置であればよく、UE(User Equipment)または、ME(Mobile Equ
ipment)またはMS(Mobile Station)であってよい。また、UE_A10は、CIoT端末であっても
よい。なお、CIoT端末とはコアネットワーク_A90へ接続可能なIoT端末であり、IoT端末と
は、スマートフォン等の携帯電話端末を含み、パソコンやセンサー装置などの様々なIT機
器であってよい。
【００２０】
　また、UE_A10は、アクセスネットワーク、及び/又はコアネットワーク_A90と接続する
ことができる。さらに、UE_A10は、アクセスネットワーク、及び/又はコアネットワーク_
A90を介してPDN_A5と接続することができ、さらにPDN_A5との間でユーザデータを送受信
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する。なお、ユーザデータとは、UE_A10とPDN_A5との間で送受信するデータであってよい
。さらに、ユーザデータの送受信はPDU(Packet Data Unit)セッションを用いて実施され
てもよい。さらに、ユーザデータの通信は、IP通信に限らず、non-IP通信であってもよい
。
【００２１】
　ここで、PDUセッションは、UE_A10とPDN_A5との間のユーザデータの送受信等を行うPDU
接続サービスを提供するため、UE_A10とPDN_A5との間で確立される接続性である。より具
体的には、PDUセッションは、UE_A10と外部ゲートウェイ装置との間で確立する接続性で
あってよい。ここで、外部ゲートウェイ装置は、PGW_A30やSCEF_A46等のコアネットワー
ク_A90とPDN_A5を接続する装置であってよい。
【００２２】
　また、PDUセッションは、UE_A10と、コアネットワーク_A90、及び/又はPDN_A5との間で
ユーザデータを送受信するために確立される通信路であってよく、PDUを送受信するため
の通信路であってよい。さらに、PDUセッションは、UE_A10とコアネットワーク_A90、及
び/又はPDN_A5との間で確立されるセッションであってよく、移動通信システム1内の各装
置間の一又は複数のベアラ等の転送路で構成される論理的な通信路であってもよい。より
具体的には、PDUセッションは、UE_A10が、コアネットワーク_A90と外部ゲートウェイ装
置との間に確立するコネクションであってよく、UE_A10とPGW_A30、及び／又はSCEF_A46
との間に確立するPDNコネクション(Packet Data Network Connection)等のコネクション
であってよい。
【００２３】
　なお、PDUセッションは、eNB_A45、及び/又はSGW_A35を介したUE_A10とPGW_A30との間
の接続性、及び／又はコネクションであってもよいし、eNB_A45、及び/又はMME_A40を介
したUE_A10とSCEF_A46との間の接続性、及び／又はコネクションであってもよい。ここで
、アクセスネットワーク内の装置、及びSGW_A35を介して、UE_A10とPGW_A30との間で確立
されるPDUセッションを第1のPDUセッションと定義し、アクセスネットワーク内の装置、
及びMME_A40を介して、UE_A10とSCEF_A46との間で確立されるPDUセッションを第2のPDUセ
ッションと定義する。
【００２４】
　なお、UE_A10とPDN_A5に配置するアプリケーションサーバー等の装置は、PDUセッショ
ンを用いてユーザデータの送受信を実行することができる。言い換えると、PDUセッショ
ンは、UE_A10とPDN_A5に配置するアプリケーションサーバー等の装置が送受信するユーザ
データを、転送することができる。さらに、各装置(UE_A10、及び／又は、アクセスネッ
トワーク内の装置、及び／又は、コアネットワーク_A90内の装置)は、PDUセッションに対
して、一又は複数の識別情報を対応づけて管理してもよい。なお、これらの識別情報には
、APN、TFT、セッションタイプ、アプリケーション識別情報、PDN_A5の識別情報、ネット
ワークスライス識別情報、アクセスネットワーク識別情報が一つ以上含まれてもよいし、
その他の情報がさらに含まれてもよい。さらに、PDUセッションを複数確立する場合には
、PDUセッションに対応づけられる各識別情報は、同じ内容であってもよいし、異なる内
容であってもよい。
【００２５】
　また、IP通信とは、IP(Internet Protocol)を用いたデータの通信のことであり、IPヘ
ッダが付与されたIPパケットの送受信によって実現されるデータ通信のことである。なお
、IPパケットを構成するペイロード部にはUE_A10が送受信するユーザデータが含まれてよ
い。また、non-IP通信とは、IPを用いないデータの通信のことであり、IPヘッダが付与さ
れていないデータの送受信によって実現されるデータ通信のことである。例えば、non-IP
通信は、IPパケットが付与されていないアプリケーションデータの送受信によって実現さ
れるデータ通信であってもよいし、マックヘッダやEthernet(登録商標)フレームヘッダ等
の別のヘッダを付与してUE_A10が送受信するユーザデータを送受信してもよい。
【００２６】
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　さらに、PDN_A5は、UE_A10に通信サービスを提供するDN(Data Network)である。なお、
DNは、パケットデータサービス網として構成されてもよいし、サービス毎に構成されてい
てもよい。さらに、PDN＿A5は、接続された通信端末を含んでいてもよい。従って、PDN_A
5と接続するということは、PDN_A5に配置された通信端末と接続するということであって
もよい、さらに、PDN_A5との間でユーザデータを送受信するということは、PDN_A5に配置
された通信端末とユーザデータを送受信するということであってもよい。
【００２７】
　さらに、アクセスネットワークは、アクセスネットワークは、UE_A10、及び/又はコア
ネットワーク_A90と接続した、無線ネットワークのことである。アクセスネットワークは
、3GPPアクセスネットワークであってもよく、non-3GPPアクセスネットワークであっても
よい。なお、3GPPアクセスネットワークは、E-UTRAN(Evolved Universal Terrestrial Ra
dio Access Network)_A80、UTRAN(Universal Terrestrial Radio Access Network)_A20、
GERAN(GSM(登録商標) EDGE Radio Access Network)_A25、NextGen RAN(Next Generation 
Radio Access Network)_A120であってもよく、non-3GPPアクセスネットワークは、WLAN A
Nb75、WLAN ANa70、WLAN ANc125であってもよい。なお、UE_A10はコアネットワーク_A90
に接続するために、アクセスネットワークに接続してもよく、アクセスネットワークを介
してコアネットワーク_A90に接続してもよい。
【００２８】
　さらに、コアネットワーク_A90は、アクセスネットワーク、及び/又はPDN_A5と接続し
た、移動通信事業者(Mobile Operator)が運用するIP移動通信ネットワークのことである
。コアネットワーク_A90は移動通信システム1を運用、管理する移動通信事業者のための
コアネットワークであってもよいし、MVNO(Mobile Virtual Network Operator)などの仮
想移動通信事業者のためのコアネットワークであってよい。また、コアネットワーク_A90
はCIoT端末を収容する為のコアネットワークであってもよい。なお、コアネットワーク_A
90は、EPS(Evolved Packet System)のためのEPC(Evolved Packet Core)であってもよく、
NextGen System(Next Generation System)のためのNextGen Core(Next Generation Core)
であってよい。
【００２９】
　次に、コアネットワーク_A90の構成例を説明する。本実施形態では2つのコアネットワ
ーク_A90の構成例を説明する。なお、コアネットワーク_A90は第1のコアネットワーク、
または第2のコアネットワーク、またはこれらを組み合わせたものであってもよい。また
、なお、第1のコアネットワークはEPCであってもよく、第2のコアネットワークは、NextG
en Coreであってもよい。さらに、第1のコアネットワーク、及び/又は第2のコアネットワ
ークは、IoTのために最適化されたシステムで構成されてよい。
【００３０】
　まず、図2にコアネットワーク_A90が第1のコアネットワークである場合の、コアネット
ワーク_A90の構成の一例を示す。図2(a)のコアネットワーク_A90は、HSS(Home Subscribe
r Server)_A50、AAA(Authentication Authorization Accounting)_A55、PCRF(Policy and
 Charging Rules Function)_A60、PGW(Packet Data Network Gateway)_A30、ePDG(enhanc
ed Packet Data Gateway)_A65、SGW(Serving Gateway)_A35、MME(Mobility Management E
ntity)_A40、SGSN(Serving GPRS Support Node)_A42、SCEF(Service Capability Exposur
e Function)_A46により構成される。また、コアネットワーク_A90は、複数の無線アクセ
スネットワーク(E-UTRAN_A80、WLAN ANb75、WLAN ANa70、UTRAN_A20、GERAN_A25)に接続
することができる。
【００３１】
　無線アクセスネットワークは、複数の異なるアクセスネットワークに接続して構成して
もよいし、いずれか一つのアクセスネットワークに接続した構成であってもよい。さらに
、UE_A10は無線アクセスネットワークに無線接続することができる。さらに、WLANアクセ
スシステムで接続可能なアクセスネットワークは、ePDG_A65を介してコアネットワークへ
接続するWLANアクセスネットワークb(WLAN ANb75)と、PGW_A30とPCRF_A60とAAA_A55とに
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接続するWLANアクセスネットワークa(WLAN ANa70)とが構成可能である。なお、各装置はE
PSを利用した移動通信システムにおける従来の装置と同様に構成されるため、詳細な説明
は省略する。以下、各装置の簡単な説明をする。
【００３２】
　PGW_A30はPDN_A5とSGW_A35とePDG_A65とWLAN ANa70と、PCRF_A60とAAA_A55とに接続さ
れており、PDN_A5、及び/又はDNとコアネットワーク_A90のゲートウェイ装置としてユー
ザデータの転送を行う中継装置である。なお、PGW_A30は、IP通信、及び/又はnon-IP通信
のためのゲートウェイ装置であってもよい。さらに、PGW_A30は、IP通信を転送する機能
を持っていてもよく、non-IP通信とIP通信を変換する機能を持っていてもよい。なお、こ
うしたゲートウェイはコアネットワーク_A90に複数配置されてよい。さらに、コアネット
ワーク_A90と単一のDNを接続するゲートウェイも複数配置されてよい。
【００３３】
　さらに、PGW_A30は、PDN_A5との接点を持ったユーザデータの転送を行うUPネットワー
ク装置(U-Plane Network Function)であってもよく、PDN_A5とコアネットワークとの間で
ユーザデータを転送するためのゲートウェイであるUP GW(User Plane Gateway)であって
もよい。
【００３４】
　SGW_A35は、PGW_A30とMME_A40とE-UTRAN_A80とSGSN_A42とUTRAN_A20とに接続されてお
り、コアネットワーク_A90と3GPPのアクセスネットワーク(UTRAN_A20、GERAN_A25、E-UTR
AN_A80)とのゲートウェイ装置としてユーザデータの転送を行う中継装置である。
【００３５】
　さらに、SGW_A35は、アクセスネットワークとの接点を持ったユーザデータの転送を行
うUPネットワーク装置(U-Plane Network Function)であってもよく、アクセスネットワー
クとコアネットワークとの間でユーザデータを転送するためのゲートウェイであるUP GW(
User Plane Gateway)であってもよい。
【００３６】
　MME_A40は、SGW_A35とアクセスネットワークとHSS_A50とSCEF_A46に接続されており、
アクセスネットワークを経由してUE_A10のモビリティ管理を含む位置情報管理と、アクセ
ス制御を行う制御装置である。さらに、MME_A40は、UE_A10が確立するセッションを管理
するセッション管理装置としての機能を含んでもよい。また、コアネットワーク_A90には
、こうした制御装置を複数配置してもよい。例えば、MME_A40とは異なる位置管理装置が
構成されてもよい。MME_A40とは異なる位置管理装置はMME_A40と同様にSGW_A35とアクセ
スネットワークとSCEF_A46と、HSS_A50と接続されてよい。
【００３７】
　また、コアネットワーク_A90内に複数のMMEが含まれている場合、MME同士が接続されて
もよい。これにより、MME間で、UE_A10のコンテキストの送受信が行われてもよい。この
ように、MME_A40は、UE_A10とモビリティ管理やセッション管理に関連する制御情報を送
受信する管理装置であり、言い換えるとコントロールプレーンの制御装置であればよい。
【００３８】
　さらに、MME_A40はコアネットワーク90に含まれて構成される例を説明したが、MME_A40
は、複数のコアネットワークやネットワークスライスが構成される場合、一つ以上のコア
ネットワークに接続される管理装置であってもよいし、MME_A40は複数のネットワークス
ライスに接続される管理装置であってもよい。
【００３９】
　また、複数のコアネットワーク又はネットワークスライスは単一の通信事業者によって
運用されるネットワークであってもよいし、それぞれ異なる通信事業者によって運用され
るネットワークであってよい。ここで、ネットワークスライスとは、サービス等によって
配送されるユーザデータを分けるために構成された論理的なネットワークであってよい。
なお、ネットワークスライスは、ネットワークスライスインスタンスであってもよい。
【００４０】
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　また、MME_A40は、コアネットワーク_A90とアクセスネットワークとの間のゲートウェ
イ装置としてユーザデータの転送を行う中継装置であってもよい。なお、MME_A40がゲー
トウェイ装置となって送受信されるユーザデータは、スモールデータであってもよい。
【００４１】
　さらに、MME_A40は、UE_A10等のモビリティ管理の役割を担うネットワーク装置(Networ
k Function）であってもよく、PDUセッション等のセッション管理の役割を担うネットワ
ーク装置であってよく、1又は複数のネットワークスライスを管理するネットワーク装置
であってもよい。また、MME_A40は、これらの1又は複数の役割を担うネットワーク装置で
あってよい。なお、ネットワーク装置は、コアネットワーク_A90内に1又は複数配置され
る装置であってもよく、制御情報、及び／又は制御メッセージのためのC-Plane制御装置(
Control Plane Function)であってもよく、複数のネットワークスライス間で共有される
共有C-Plane制御装置(Common Control Plane Function)であってもよい。
【００４２】
　HSS_A50はMME_A40とAAA_A55とSCEF_A46とに接続されており、加入者情報の管理を行う
管理ノードである。HSS_A50の加入者情報は、例えばMME_A40のアクセス制御の際に参照さ
れる。さらに、HSS_A50は、MME_A40とは異なる位置管理装置と接続されていてもよい。AA
A_A55は、PGW30と、HSS_A50と、PCRF_A60と、WLAN ANa70とに接続されており、WLAN ANa7
0を経由して接続するUE_A10のアクセス制御を行う。
【００４３】
　PCRF_A60は、PGW_A30と、WLAN ANa75と、AAA_A55と、PDN_A5に接続されており、データ
配送に対するQoS管理を行う。例えば、UE_A10とPDN_A5間の通信路のQoSの管理を行う。eP
DG_A65は、PGW30と、WLAN ANb75とに接続されており、コアネットワーク_A90と、WLAN AN
b75とのゲートウェイ装置としてユーザデータの配送を行う。
【００４４】
　SGSN_A42は、UTRAN_A20とGERAN_A25とSGW_A35と接続されており、3G/2Gのアクセスネッ
トワーク(UTRAN/GERAN)とLTEのアクセスネットワーク(E-UTRAN)間の位置管理のための制
御装置である。さらに、SGSN_A42は、PGW及びSGWの選択機能、UE_A10のタイムゾーンの管
理機能、及びE-UTRANへのハンドオーバー時のMMEの選択機能を持つ。
【００４５】
　SCEF_A46はPDN_A5とMME_A40とHSS_A50とに接続されており、PDN_A5、及び/又はDNとコ
アネットワーク_A90とを繋ぐゲートウェイ装置としてユーザデータの転送を行う中継装置
である。なお、SCEF_A46は、non-IP通信のためのゲートウェイ装置であってもよい。さら
に、SCEF_A46は、non-IP通信とIP通信を変換する機能を持っていてもよい。また、こうし
たゲートウェイはコアネットワーク_A90に複数配置されてよい。さらに、コアネットワー
ク_A90と単一のDNを接続するゲートウェイも複数配置されてよい。
【００４６】
　また、図2(b)に示すように、各無線アクセスネットワークには、UE_A10が実際に接続さ
れる装置(例えば、基地局装置やアクセスポイント装置)等が含まれている。接続に用いら
れる装置は、無線アクセスネットワークに適応した装置が考えられる。
【００４７】
　本実施形態においては、E-UTRAN_A80は、LTE(Long Term Evolution)のアクセスネット
ワークであり、eNB(evolved Node B)_A45を含んで構成される。eNB_A45はE-UTRA(Evolved
 Universal Terrestrial Radio Access)でUE_A10が接続する無線基地局であり、E-UTRAN_
A80には1又は複数のeNB_A45が含まれて構成されてよい。また、複数のeNBは互いに接続し
あっていてよい。
【００４８】
　UTRAN_A20は、3Gのアクセスネットワークであり、RNC(Radio Network Controller)_A24
とNB(Node B)_A22を含んで構成される。NB_A22は、UTRA(Universal Terrestrial Radio A
ccess)でUE_A10が接続する無線基地局であり、UTRAN_A20には1又は複数の無線基地局が含
まれて構成されてよい。またRNC_A24は、コアネットワーク_A90とNB_A22を接続する制御
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部であり、UTRAN_A20には1又は複数のRNCが含まれて構成されてよい。また、RNC_A24は1
つまたは複数のNB_A22と接続されてよい。さらに、RNC_A24は、GERAN_A25に含まれる無線
基地局(BSS(Base Station Subsystem)_A26)と接続されてよい。
【００４９】
　GERAN_A25は、2Gのアクセスネットワークであり、BSS_A26を含んで構成される。BSS_A2
6は、GERA(GSM(登録商標)/EDGE Radio Access)でUE_A10が接続する無線基地局であり、GE
RAN_A25には1又は複数の無線基地局BSSで構成されてもよい。また、複数のBSSは互いに接
続しあっていてよい。またBSS_A26はRNC_A24と接続してもよい。
【００５０】
　WLAN ANa70は、無線LANアクセスネットワークであり、WLAN AP(WLAN Access Point)a72
と、TWAG(Trusted WLAN Access Gateway)_A74とが含まれて構成される。WLAN APa72はコ
アネットワーク_A90を運営する事業者に対して信頼性のあるWLANアクセスシステムでUE_A
10が接続する無線基地局であり、WLAN ANa70には1又は複数の無線基地局が含まれて構成
されてよい。TWAG_A74はコアネットワーク_A90とWLAN ANa70のゲートウェイ装置である。
また、WLAN APa72とTWAG_A74とは、単一の装置で構成されてもよい。コアネットワーク_A
90を運営する事業者とWLAN ANa70を運営する事業者が異なる場合でも、事業者間の契約や
規約によりこのような構成での実現が可能となる。
【００５１】
　また、WLAN ANb75は、無線LANアクセスネットワークであり、WLAN AP(WLAN Access Poi
nt)b76を含んで構成される。WLAN APb76はコアネットワーク_A90を運営する事業者に対し
て信頼関係が結ばれていない場合に、WLANアクセスシステムでUE_A10が接続する無線基地
局であり、WLAN ANb75には1又は複数の無線基地局が含まれて構成されてよい。
【００５２】
　このように、WLAN ANb75はコアネットワーク_A90に含まれる装置であるePDG_A65をゲー
トウェイとしてコアネットワーク_A90に接続される。ePDG_A65は安全性を確保するための
セキュリティー機能を持つ。
【００５３】
　次に、コアネットワーク_A90が第2のコアネットワークである場合の、コアネットワー
ク_A90の構成の一例を説明する。図3にコアネットワーク_A90の構成の一例を示す。図3(a
)のコアネットワーク_A90は、HSS_A50、PCRF_A60、PGW_A30、SGW_A35、MME_A40、SCEF_A4
6により構成される。
【００５４】
　また、コアネットワーク_A90は、複数の無線アクセスネットワーク(E-UTRAN80、NextGe
n RAN_A120、WLAN ANc125)に接続することができる。無線アクセスネットワークは、複数
の異なるアクセスネットワークに接続して構成してもよいし、いずれか一つのアクセスネ
ットワークに接続した構成であってもよい。さらに、UE_A10は無線アクセスネットワーク
に無線接続することができる。
【００５５】
　さらに、3GPPアクセスシステムで接続可能なアクセスネットワークは、E-UTRAN_A80とN
extGen RAN_A120とが構成可能である。さらに、WLANアクセスシステムで接続可能なアク
セスネットワークは、MME_A40とSGW_A35とに接続するWLANアクセスネットワークc(WLAN A
Nc125)とが構成可能である。なお、各装置は第1のコアネットワークの装置と同様に構成
されるため、詳細な説明は省略する。以下、各装置の簡単な説明をする。
【００５６】
　PGW_A30は、PDN_A5とSGW_A35とPCRF_A60とに接続される装置である。さらに、SGW_A35
は、PGW_A30とMME_A40とE-UTRAN80とNextGen RAN_A120とWLAN ANc126とに接続される装置
である。さらに、MME_A40は、SGW_A35とE-UTRAN80とNextGen RAN_A120とWLAN ANc126とHS
S_A50とSCEF_A46に接続される装置である。なお、PGW_A30、及びSGW_A35、及びMME_A40の
役割は、第１のコアネットワークで説明した各装置の役割と同じであってよい。また、SC
EF_A46、HSS_A50、PCRF_A60の構成、及び役割は、第１のコアネットワークで説明した装
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置と同様の装置であってよい。従って、ここでの説明は省略する。
【００５７】
　また、図3(b)に示すように、各無線アクセスネットワークには、UE_A10が実際に接続さ
れる装置(例えば、基地局装置やアクセスポイント装置)等が含まれている。接続に用いら
れる装置は、無線アクセスネットワークに適応した装置が考えられる。
【００５８】
　本実施形態においては、NextGen RAN_A120は、5Gのアクセスネットワークであり、Next
Gen BS(Next Generation Base Station)_A122を含んで構成される。NextGen BS_A122はNe
xtGen RA(Next Generation Radio Access)でUE_A10が接続する無線基地局であり、NextGe
n RAN_A120には1又は複数のNextGen BS_A122が含まれて構成されてよい。
【００５９】
　WLAN ANc125は、無線LANアクセスネットワークであり、WAG_A126が含まれて構成される
。WAG(WLAN Access Gateway)_A126は、無線LANアクセスでUE_A10が接続する無線基地局で
あり、WLAN ANc125には1又は複数のWAG_A126が含まれて構成されてよい。さらに、WAG_A1
26はコアネットワーク_A90とWLAN ANc125のゲートウェイ装置であってもよい。また、WAG
_A126は、無線基地局の機能部とゲートウェイ装置の機能部とが別の装置で構成されても
よい。
【００６０】
　なお、本明細書において、UE_A10が各無線アクセスネットワークに接続されるという事
は、各無線アクセスネットワークに含まれる基地局装置やアクセスポイント等に接続され
る事であり、送受信されるデータや信号等も、基地局装置やアクセスポイントを経由する
という事である。
【００６１】
　[1.2.装置の構成]
　まず、各装置で記憶される識別情報について説明する。IMSI(International Mobile Su
bscriber Identity)は、加入者(ユーザ)の永久的な識別情報であり、UEを使用するユーザ
に割り当てられる、識別情報である。UE_A10及びMME_A40及びSGW_A35が記憶するIMSIは、
HSS_A50が記憶するIMSIと等しくてよい。
【００６２】
　EMM State/MM Stateは、UE_A10またはMME_A40の移動管理(Mobility management)状態を
示す。例えば、EMM State/MM Stateは、UE_A10がネットワークに登録されているEMM-REGI
STERED状態(登録状態)、及び/又はUE_A10がネットワークに登録されていないEMM-DEREGIS
TERD状態(非登録状態)であってもよい。また、EMM State/MM Stateは、UE_A10とコアネッ
トワーク_A90間の接続が維持されているECM-CONNECTED状態、及び/又は接続が解放されて
いるECM-IDLE状態であってもよい。
【００６３】
　GUTI(Globally Unique Temporary Identity)は、UE_A10の一時的な識別情報である。GU
TIはMME_A40の識別情報(GUMMEI:Globally Unique MME Identifier)と特定MME_A40内でのU
E_A10の識別情報(M-TMSI)により構成される。ME Identityは、UE_A10またはMEのIDであり
、例えば、IMEI(International Mobile Equipment Identity)やIMISV(IMEI Software Ver
sion)であってもよい。MSISDNは、UE_A10の基本的な電話番号を表す。MME_A40が記憶する
MSISDNはHSS_A50の記憶部により示された情報であってよい。
【００６４】
　MME F-TEIDは、MME_A40を識別する情報である。MME F-TEIDには、MME_A40のIPアドレス
が含まれていてもよいし、MME_A40のTEID(Tunnel Endpoint Identifier)が含まれてもよ
いし、またはこれら両方が含まれてもよい。また、MME_A40のIPアドレスとMME_A40のTEID
は独立して記憶されてもよい。また、MME F-TEIDは、ユーザデータ用の識別情報であって
もよいし、制御情報用の識別情報であってもよい。
【００６５】
　SGW F-TEIDは、SGW_A35を識別する情報である。SGW F-TEIDには、SGW_A35のIPアドレス
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が含まれていてもよいし、SGW_A35のTEIDが含まれてもよいし、またはこれら両方が含ま
れてもよい。また、SGW_A35のIPアドレスとSGW_A35のTEIDは独立して記憶されてもよい。
また、SGW F-TEIDは、ユーザデータ用の識別情報であってもよいし、制御情報用の識別情
報であってもよい。
【００６６】
　PGW F-TEIDは、PGW_A30を識別する情報である。PGW F-TEIDには、PGW_A30のIPアドレス
が含まれていてもよいし、PGW_A30のTEIDが含まれてもよいし、またはこれら両方が含ま
れてもよい。また、PGW_A30のIPアドレスとPGW_A30のTEIDは独立して記憶されてもよい。
また、PGW F-TEIDは、ユーザデータ用の識別情報であってもよいし、制御情報用の識別情
報であってもよい。
【００６７】
　eNB F-TEIDはeNB_A45を識別する情報である。eNB F-TEIDには、eNB_A45のIPアドレスが
含まれていてもよいし、eNB_A45のTEIDが含まれてもよいし、またはこれら両方が含まれ
てもよい。また、eNB_A45のIPアドレスとSGW_A35のTEIDは独立して記憶されてもよい。ま
た、eNB F-TEIDは、ユーザデータ用の識別情報であってもよいし、制御情報用の識別情報
であってもよい。
【００６８】
　また、APN(Access Point Name)は、コアネットワーク_A90とDN等の外部ネットワークを
識別する識別情報であってよい。さらに、APNは、コアネットワークA_90を接続するPGW_A
30等のゲートウェイ装置を選択する情報として用いることもできる。
【００６９】
　なお、APNは、こうしたゲートウェイ装置を識別する識別情報であってもよいし、DN等
の外部ネットワークを識別する識別情報であってもよい。なお、コアネットワーク_A90と
DNとを接続するゲートウェイが複数配置される場合には、APNによって選択可能なゲート
ウェイは複数あってもよい。さらに、こうした複数のゲートウェイ装置の中から一つのゲ
ートウェイを選択する場合には、APN以外の識別情報を用いた別の手法によってゲートウ
ェイが選択されてよい。
【００７０】
　UE Radio Access Capabilityは、UE_A10の無線アクセス能力を示す識別情報である。UE
 Network Capabilityは、UEにサポートされるセキュリティーのアルゴリズムと鍵派生関
数を含める。MS Network Capabilityは、GERAN及び/又はUTRAN機能をもつUEに対して、SG
SNに必要な少なくとも一つの情報を含める情報である。Access Restrictionは、アクセス
制限の登録情報である。eNB Addressは、eNB_A45のIPアドレスである。MME UE S1AP IDは
、MME_A40内でのUEを識別する情報である。eNB UE S1AP IDは、eNB_A45内でのUEを識別す
る情報である。
【００７１】
　APN in Use(Data Network Identifier)は、最近使用されたAPNである。このAPNは、ネ
ットワークの識別情報と、デフォルトのオペレータの識別情報とで構成されてよい。さら
に、APN in Use(Data Network Identifier)は、PDUセッションの確立先のDNを識別する情
報であってもよい。
【００７２】
　Assigned Session Type(Assigned PDN Type)は、PDUセッションのタイプを示す情報で
ある。PDUセッションのタイプは、IPであってもよいし、non-IPであってもよい。さらに
、PDUセッションのタイプがIPである場合、ネットワークから割り当てられたPDNのタイプ
を示す情報をさらに含んでもよい。なお、Assigned Session Type(Assigned PDN Type)は
、IPv4や、IPv6や、IPv4v6であってよい。
【００７３】
　また、特に記載がない場合には、IP Addressは、UEに割り当てられたIPアドレスである
。IPアドレスは、IPv4アドレスであってもよいし、IPv6アドレスであってもよいし、IPv6
プレフィックスであってよい。なお、Assigned Session Type(Assigned PDN Type)がnon-
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IPを示す場合、IP Addressの要素を含まなくてもよい。
【００７４】
　SCEF IDは、PDUセッションで用いられているSCEF_A46のIPアドレスである。Default Be
arerは、PDUセッション確立時に取得、及び又は、生成する情報であり、PDUセッションに
対応づけられたデフォルトベアラを識別するためのEPSベアラ識別情報である。
【００７５】
　EPS Bearer IDは、EPSベアラの識別情報である。また、EPS Bearer IDは、SRB、及び又
は、CRBを識別する識別情報であってもよいし、DRBを識別する識別情報であってもよい。
TI(Transaction Identifier)は、双方向のメッセージフロー(Transaction)を識別する識
別情報である。なお、EPS Bearer IDは、デディケイテッドベアラを識別するEPSベアラ識
別情報であってよい。したがって、デフォルトベアラとは異なるEPSベアラを識別する識
別情報であってよい。TFT(Traffic Flow Template)は、EPSベアラと関連づけられた全て
のパケットフィルターを示す。TFTは送受信するユーザデータの一部を識別する情報であ
り、UE_A10は、TFTによって識別されたユーザデータを、TFTに関連付けたEPSベアラを用
いて送受信する。さらに言い換えると、UE_A10は、TFTによって識別されたユーザデータ
を、TFTに関連づけたRBを用いて送受信する。また、TFTは、送受信するアプリケーション
データ等のユーザデータを適切な転送路に対応づけするものであってよく、アプリケーシ
ョンデータを識別する識別情報であってもよい。また、UE_A10は、TFTで識別できないユ
ーザデータを、デフォルトベアラを用いて送受信してもよい。また、UE_A10は、デフォル
トベアラに関連付けられたTFTを予め記憶しておいてもよい。
【００７６】
　Default Bearerは、PDUセッションに対応づけられたデフォルトベアラを識別するEPSベ
アラ識別情報である。なお、EPSベアラとは、UE_A10とPGW_A30との間で確立する論理的な
通信路であってもよい。この場合においても、EPSベアラは、UE_A10とアクセスネットワ
ーク内の基地局、及び/又はアクセスポイントとの間で確立するRB(Radio Bearer)を含ん
で構成されてよい。さらに、RBとEPSベアラとは一対一に対応づけられてよい。そのため
、RBの識別情報は、EPSベアラの識別情報と一対一に対応づけられてもよいし、同じ識別
情報であってもよい。なお、RBは、SRB(Signalling Radio Bearer)及び/又はCRB(Control
-plane Radio bearer)であってもよいし、DRB(Data Radio Bearer)であってもよい。また
、Default Bearerは、PDUセッション確立時にUE_A10及び/またはSGW_A35及び/またはPGW_
A30がコアネットワーク_A90から取得する情報であってよい。
【００７７】
　User Identityは、加入者を識別する情報である。User Identityは、IMSIであってもよ
いし、MSISDNであってもよい。さらに、User Identityは、IMSI、MSISDN以外の識別情報
であってもよい。Serving Node Informationは、PDUセッションで用いられているMME_A40
を識別する情報であり、MME_A40のIPアドレスであってよい。
【００７８】
　eNB/NextGen BS/WAG Addressは、eNB_A45、及び/又はNextGen BS_A122、及び/又はWAG_
A126のIPアドレスである。eNB/NextGen BS/WAG IDは、eNB_A45、及び/又はNextGen BS_A1
22、及び/又はWAG_A126内でのUEを識別する情報である。
【００７９】
　NextGen BS Addressは、NextGen BS_A122のIPアドレスである。NextGen BS IDは、Next
Gen BS_A122内でのUEを識別する情報である。WAG Addressは、WAG_A126のIPアドレスであ
る。WAG IDは、WAG_A126内でのUEを識別する情報である。
【００８０】
　MME/eNB/NextGen BS/WAG Addressは、MME_A40、及び/又はeNB_A45、及び/又はNextGen 
BS_A122、及び/又はWAG_A126のIPアドレスである。MME/eNB/NextGen BS/WAG IDは、MME_A
40、及び/又はeNB_A45、及び/又はNextGen BS_A122、及び/又はWAG_A126内でのUEを識別
する情報である。
【００８１】
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　モビリティタイプ(Mobility Type)は、モビリティの粒度を示す情報である。さらに、
モビリティタイプはサービス継続(Service Continuity)の種類を示す情報であってもよい
し、サポートするモビリティの種類を示す情報であってもよいし、ハンドオーバーに関す
る情報であってもよい。例えば、モビリティタイプは、UE主導のハンドオーバーに対応す
るモビリティタイプであってもよいし、UE主導のハンドオーバーの実行を許さない状態に
対応するモビリティタイプであってもよく、ネットワーク主導のハンドオーバーの実行を
許さない状態に対応するモビリティタイプであってもよい。なお、モビリティタイプはモ
ビリティクラス(Mobility Class)であってもよく、モビリティレベル(Mobility level)で
あってもよい。
【００８２】
　Handover Informationは、UE_A10、及び/又はネットワーク(アクセスネットワーク、及
び/又はコアネットワーク_A90)のハンドオーバーに関する情報である。Handover Informa
tionは、サポートするハンドオーバーの種類を示す情報であってもよいし、各状態におけ
るハンドオーバーの許可情報であってもよい。
【００８３】
　なお、サポートするハンドオーバーの種類は、3GPPアクセスネットワーク、又はnon-3G
PPアクセスネットワーク内のハンドオーバーであってもよいし、3GPPアクセスネットワー
クとnon-3GPPアクセスネットワークとの間のハンドオーバーであってもよい。また、各状
態におけるハンドオーバーの許可情報は、アクティブモード、及び/又はアイドルモード
時のハンドオーバーを許可することを示す情報であってよく、アクティブモード、及び/
又はアイドルモード時のハンドオーバーを許可しないことを示す情報であってもよい。
【００８４】
　さらに、Handover Informationは、UE UE-initiated Handover Capability、及び/又は
NW UE-initiated Handover Capability、及び/又はUE-initiated Handover allowed、及
び/又はNW-initiated Handover allowedを含む情報であってよい。
【００８５】
　なお、UE UE-initiated Handover Capabilityは、UE_A10がUE主導のハンドオーバーを
サポートするか否かを示す能力情報である。さらに、NW UE-initiated Handover Capabil
ityは、ネットワーク、及び/又はネットワーク内の装置がUE主導のハンドオーバーをサポ
ートするか否かを示す能力情報である。
【００８６】
　また、UE-initiated Handover allowedは、UE主導のハンドオーバーを許可するか否か
を示す情報である。UE-initiated Handover allowedは、UE主導のハンドオーバーを、接
続中のセル、及び/又はトラッキングエリア、及び/又はアクセスネットワークで許可する
か否かを示す情報であってもよいし、一時的に許可するか否かを示す情報であってもよい
し。
【００８７】
　さらに、NW-initiated Handover allowedは、ネットワーク主導のハンドオーバーを許
可するか否かを示す情報である。NW-initiated Handover allowedは、ネットワーク主導
のハンドオーバーを、接続中のセル、及び/又はトラッキングエリア、及び/又はアクセス
ネットワークで許可するか否かを示す情報であってもよいし、一時的に許可するか否かを
示す情報であってもよい。
【００８８】
　以下、各装置の構成について説明する。
【００８９】
　[1.2.1.UEの構成]
　図4にUE_A10の装置構成を示す。図に示すように、UE_A10は送受信部_A420と、制御部_A
400と記憶部_A440で構成されている。送受信部_A420と記憶部_A440は制御部_A400と、バ
スを介して接続されている。
【００９０】
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　制御部_A400はUE_A10を制御するための機能部である。制御部_A400は、記憶部_A440に
記憶されている各種プログラムを読みだして実行することにより各種処理を実現する。
【００９１】
　送受信部_A420は、UE_A10がアクセスネットワーク内の基地局、及び/又はアクセスポイ
ントに接続し、アクセスネットワークへ接続するための機能部である。また、送受信部_A
420には、外部アンテナ_A410が接続されている。言い換えると、送受信部_A420は、UE_A1
0がアクセスネットワーク内の基地局、及び/又はアクセスポイントと接続するための機能
部である。さらに、送受信部_A420は、UE_A10が、アクセスネットワーク内の基地局、及
び/又はアクセスポイントからユーザデータ及び又は制御情報を送受信する送受信機能部
である。
【００９２】
　記憶部_A440は、UE_A10の各動作に必要なプログラムや、データなどを記憶する機能部
である。記憶部_A440は、例えば、半導体メモリや、HDD(Hard Disk Drive)等により構成
されている。記憶部_A440は、少なくとも、後述する通信手続き内で送受信する制御メッ
セージに含まれる識別情報及びまたは制御情報及び又はフラグ及び又はパラメータを記憶
してもよい。記憶部_A440は、図に示すように、UEコンテキスト542を記憶する。以下、記
憶部_A440で記憶される情報要素について説明する。
【００９３】
　まず、図5(b)にUEごとに記憶されるUEコンテキストに含まれる情報要素を示す。図に示
すように、UEごとに記憶されるUEコンテキストは、IMSI、EMM State、GUTI、ME Identity
を含む。
【００９４】
　さらに、UEごとに記憶されるUEコンテキストは、Mobility Type、及び/又はHandover I
nformationを含んでもよい。
【００９５】
　次に、図5(c)にPDU(Packet Data Unit)セッションごとに記憶されるPDUセッションごと
のUEコンテキストを示す。図に示すように、PDUセッションごとのUEコンテキストは、APN
 in Use(Data Network Identifier)、Assigned Session Type(Assigned PDN Type)、IP A
ddress(es)、Default Bearerを含む。
【００９６】
　さらに、PDUセッションごとに記憶されるUEコンテキストは、Mobility Type、及び/又
はHandover Informationを含んでもよい。
【００９７】
　図5(d)は、UEの記憶部で記憶されるベアラごとのUEコンテキストを示す。図に示すよう
に、ベアラごとのUEコンテキストは、EPS Bearer ID、TI、TFTを含む。
【００９８】
　[1.2.2.eNB/NextGen BS/WAGの構成]
　以下、eNB_A45及び、NextGen BS_A122及び、WAG_A126の構成について説明する。図6にe
NB_A45及び、NextGen BS_A122及び、WAG_A126の装置構成を示す。図に示すように、eNB_A
45及び、NextGen BS_A122及び、WAG_A126はネットワーク接続部_B620と、送受信部_B630
と、制御部_B600と記憶部_B640で構成されている。ネットワーク接続部_B620と送受信部_
B630と記憶部_B640は制御部_B600と、バスを介して接続されている。
【００９９】
　制御部_B600はeNB_A45を制御するための機能部である。制御部_B600は、記憶部_B640に
記憶されている各種プログラムを読みだして実行することにより各種処理を実現する。
【０１００】
　ネットワーク接続部_B620は、eNB_A45及び、NextGen BS_A122及び、WAG_A126がMME_A40
及び/又はSGW_A35と接続するための機能部である。さらに、ネットワーク接続部_B620は
、eNB_A45及び、NextGen BS_A122及び、WAG_A126がMME_A40及び/又はSGW_A35からユーザ
データ及び又は制御情報を送受信する送受信部である。
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【０１０１】
　送受信部_B630は、eNB_A45及び、NextGen BS_A122及び、WAG_A126がUE_A10と接続する
ための機能部である。さらに、送受信部_B630は、UE_A10からユーザデータ及び又は制御
情報を送受信する送受信機能部である。また、送受信部_B630には、外部アンテナ_B610が
接続されている。
【０１０２】
　記憶部_B640は、eNB_A45及び、NextGen BS_A122及び、WAG_A126の各動作に必要なプロ
グラムや、データなどを記憶する機能部である。記憶部_B640は、例えば、半導体メモリ
や、HDD(Hard Disk Drive)等により構成されている。記憶部_B640は、少なくとも、後述
する通信手続き内で送受信する制御メッセージに含まれる識別情報及び/又は制御情報及
び又はフラグ及び又はパラメータを記憶してもよい。記憶部_B640は、これらの情報をUE
コンテキストとして記憶してもよい。
【０１０３】
　さらに、記憶部_B640は、Mobility Type、及び/又はHandover Informationを含んでも
よい。
【０１０４】
　[1.2.3.MMEの構成]
　以下、MME_A40の構成について説明する。図7にMME_A40の装置構成を示す。図に示すよ
うに、MME_A40はネットワーク接続部_C720と、制御部_C700と記憶部_C740で構成されてい
る。ネットワーク接続部_C720と記憶部_C740は制御部_C700と、バスを介して接続されて
いる。
【０１０５】
　制御部_C700はMME_A40を制御するための機能部である。制御部_C700は、記憶部_C740に
記憶されている各種プログラムを読みだして実行することにより各種処理を実現する。
【０１０６】
　ネットワーク接続部_C720は、MME_A40が、アクセスネットワーク内の基地局、及び/又
はアクセスネットワーク内のアクセスポイント、及び/又は、SCEF_A46、及び/又はHSS_A5
0及び/又はSGW_A35と接続するための機能部である。さらに、ネットワーク接続部_C720は
、MME_A40が、アクセスネットワーク内の基地局、及び/又はアクセスネットワーク内のア
クセスポイント、及び/又は、SCEF_A46、及び/又はHSS_A50、及び/又はSGW_A35とユーザ
データ及び又は制御情報を送受信する送受信部である。
【０１０７】
　記憶部_C740は、MME_A40の各動作に必要なプログラムや、データなどを記憶する機能部
である。記憶部_C740は、例えば、半導体メモリや、HDD(Hard Disk Drive)等により構成
されている。記憶部_C740は、少なくとも、後述する通信手続き内で送受信する制御メッ
セージに含まれる識別情報及びまたは制御情報及び又はフラグ及び又はパラメータを記憶
してもよい。
【０１０８】
　記憶部_C740は、図に示すように、MMEコンテキスト1142を記憶する。以下、記憶部_C74
0で記憶される情報要素について説明する。まず、図8(b)にUEごとに記憶されるUEコンテ
キストに含まれる情報要素を示す。図に示すように、UEごとに記憶されるMMEコンテキス
トは、IMSI、MSISDN、MM State、GUTI、ME Identity、UE Radio Access Capability、UE 
Network Capability、MS Network Capability、Access Restriction、MME F-TEID、SGW F
-TEID、eNB Address、MME UE S1AP ID、eNB UE S1AP ID、NextGen BS Address、NextGen 
BS ID、WAG Address、WAG ID、を含む。
【０１０９】
　さらに、UEごとに記憶されるMMEコンテキストは、Mobility Type、及び/又はHandover 
Informationを含んでもよい。
【０１１０】
　次に、図9(c)にPDUセッションごとに記憶されるPDUセッションごとのMMEコンテキスト
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を示す。図に示すように、PDUセッションごとのMMEコンテキストは、APN in Use(Data Ne
twork Identifier)、Assigned Session Type(Assigned PDN Type)、IP Address、PGW F-T
EID、SCEF ID、Default bearerを含む。
【０１１１】
　さらに、PDUセッションごとのMMEコンテキストは、Mobility Type、及び/又はHandover
 Informationを含んでもよい。
【０１１２】
　図9(d)は、ベアラごとに記憶されるベアラごとのMMEコンテキストを示す。図が示すよ
うに、ベアラごとに記憶されるMMEコンテキストは、EPS Bearer ID、TI、TFT、SGW F-TEI
D、PGW F-TEID、MME F-TEID、eNB/NextGen BS/WAG Address、eNB/NextGen BS/WAG ID、を
含む。ここで、図8、9に示すMMEコンテキストに含まれる情報要素は、MMコンテキスト644
またはEPSベアラコンテキストのいずれかに含まれ、記憶されてもよい。
【０１１３】
　[1.2.4.SGWの構成]
　図10にSGW_A35の装置構成を示す。図に示すように、SGW_A35はネットワーク接続部_D10
20と、制御部_D1000と記憶部_D1040で構成されている。ネットワーク接続部_D1020と記憶
部_D1040は制御部_D1000と、バスを介して接続されている。
【０１１４】
　制御部_D1000はSGW_A35を制御するための機能部である。制御部_D1000は、記憶部_D104
0に記憶されている各種プログラムを読みだして実行することにより各種処理を実現する
。
【０１１５】
　ネットワーク接続部_D1020は、SGW_A35が、アクセスネットワーク内の基地局、及び/又
はアクセスポイント、及び/又はMME_A40及び/又はPGW_A30及び/又はSGSN_A42と接続する
ための機能部である。さらに、ネットワーク接続部_D1020は、SGW_A35が、アクセスネッ
トワーク内の基地局、及び/又はアクセスポイント及び/又はMME_A40及び/又はPGW_A30及
び/又はSGSN_A42からユーザデータ及び又は制御情報を送受信する送受信部である。
【０１１６】
　記憶部_D1040は、SGW_A35の各動作に必要なプログラムや、データなどを記憶する機能
部である。記憶部_D1040は、例えば、半導体メモリや、HDD(Hard Disk Drive)等により構
成されている。
【０１１７】
　記憶部_D1040は、少なくとも、後述する通信手続き内で送受信する制御メッセージに含
まれる識別情報及びまたは制御情報及び又はフラグ及び又はパラメータを記憶してもよい
。
【０１１８】
　記憶部_D1040は、図に示すように、EPSベアラコンテキスト1442を記憶する。なお、EPS
ベアラコンテキストの中には、UEごとに記憶されるものと、PDUセッションごとに記憶さ
れるものと、ベアラごとに記憶されるものが含まれる。
【０１１９】
　まず、図11(b)にUEごとに記憶されるEPSベアラコンテキストの情報要素を示す。図に示
すように、UEごとに記憶されるEPSベアラコンテキストは、IMSI、ME Identity、MSISDN、
MME F-TEID、SGW F-TEIDを含む。
【０１２０】
　さらに、EPSベアラコンテキストには、PDUセッションごとに記憶されるPDUセッション
ごとのEPSベアラコンテキストが含まれる。図11(c)に、PDUセッションごとのEPSベアラコ
ンテキストを示す。図に示すように、PDUセッションごとのEPSベアラコンテキストは、AP
N in Use(Data Network Identifier)、Assigned Session Type(Assigned PDN Type)、SGW
 F-TEID、PGW F-TEID、Default Bearer、IP Address(es)を含む。
【０１２１】
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　さらに、EPSベアラコンテキストには、ベアラごとのEPSベアラコンテキストが含まれる
。図11(d)は、ベアラごとのEPSベアラコンテキストを示す。図に示すように、ベアラごと
のEPSベアラコンテキストはEPS Bearer ID、TFT、PGW F-TEID、SGW F-TEID、eNB F-TEID
、MME/NextGen BS/WAG Address、MME/NextGen BS/WAG IDを含む。
【０１２２】
　[1.2.5.PGWの構成]
　図10にPGW_A30の装置構成を示す。図に示すように、PGW_A30はネットワーク接続部_D10
20と、制御部_D1000と記憶部_D1040で構成されている。ネットワーク接続部_D1020と記憶
部_D1040は制御部_D1000と、バスを介して接続されている。
【０１２３】
　制御部_D1000はPGW_A30を制御するための機能部である。制御部_D1000は、記憶部_D104
0に記憶されている各種プログラムを読みだして実行することにより各種処理を実現する
。
【０１２４】
　ネットワーク接続部_D1020は、PGW_A30が、SGW_A35及び/またはPCRF_A60及び/又はePDG
_A65と及び/またはAAA_A55及び/またはTWAG_A74及び/又はPDN_A5と接続するための機能部
である。また、ネットワーク接続部_D1020は、PGW_A30が、SGW_A35及び/またはPCRF_A60
及び/又はePDG_A65と及び/またはAAA_A55及び/またはTWAG_A74及び/又はPDN_A5からユー
ザデータ及び又は制御情報を送受信する送受信部である。
【０１２５】
　記憶部_D1040は、PGW_A30の各動作に必要なプログラムや、データなどを記憶する機能
部である。記憶部_D1040は、例えば、半導体メモリや、HDD(Hard Disk Drive)等により構
成されている。
【０１２６】
　記憶部_D1040は、少なくとも、後述する通信手続き内で送受信する制御メッセージに含
まれる識別情報及びまたは制御情報及び又はフラグ及び又はパラメータを記憶してもよい
。
【０１２７】
　記憶部_D1040は、図に示すように、EPSベアラコンテキスト1642を記憶する。なお、EPS
ベアラコンテキストの中には、UEごとに記憶されるものと、APNごとに記憶されるものと
、PDUセッションごとに記憶されるものと、ベアラごとに記憶されるものとが分かれて記
憶されてもよい。
【０１２８】
　図12(b)は、UEごとに記憶されるEPSベアラコンテキストに含まれる情報要素を示す。図
に示すように、UEごとに記憶されるEPSベアラコンテキストは、IMSI、IMSI-unauthentica
ted-indicator、ME Identity、MSISDN、RAT typeを含む。
【０１２９】
　次に、図12(c)にAPNごとに記憶されるEPSベアラコンテキストを示す。図に示すように
、PGW記憶部のAPNごとに記憶されるEPSベアラコンテキストは、APN in useを含む。なお
、APNごとに記憶されるEPSベアラコンテキストは、Data Network Identifierごとに記憶
されてもよい。
【０１３０】
　また、図12(d)にPDUセッションごとに記憶されるPDUセッションごとのEPSベアラコンテ
キストを示す。図に示すように、PDUセッションごとのEPSベアラコンテキストは、Assign
ed Session Type(Assigned PDN Type)、IP Address、SGW F-TEID、PGW F-TEID、Default 
Bearerを含む。
【０１３１】
　さらに、図12(e)に、EPSベアラごとに記憶されるEPSベアラコンテキストを示す。図に
示すように、EPSベアラコンテキストは、EPS Bearer ID、TFT、PGW F-TEID、SGW F-TEID
を含む。
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【０１３２】
　[1.2.6.SCEFの構成]
　図10にSCEF_A46の装置構成を示す。図に示すように、SCEF_A46はネットワーク接続部_D
1020と、制御部_D1000と記憶部_D1040で構成されている。ネットワーク接続部_D1020と記
憶部_D1040は制御部_D1000と、バスを介して接続されている。
【０１３３】
　制御部_D1000はSCEF_A46を制御するための機能部である。制御部_D1000は、記憶部_D10
40に記憶されている各種プログラムを読みだして実行することにより各種処理を実現する
。ネットワーク接続部_D1020は、SCEF_A46がコアネットワーク_A90へ接続するための機能
部である。言い換えると、ネットワーク接続部_D1020は、SCEF_A46がMME_A40と接続する
ための機能部である。さらに、ネットワーク接続部_D1020は、SCEF_A46が、MME_A40から
ユーザデータ及び又は制御情報を送受信する送受信部である。
【０１３４】
　記憶部_D1040は、SCEF_A46の各動作に必要なプログラムや、データなどを記憶する機能
部である。記憶部_D1040は、例えば、半導体メモリや、HDD(Hard Disk Drive)等により構
成されている。記憶部_D1040は、少なくとも、後述する通信手続き内で送受信する制御メ
ッセージに含まれる識別情報及びまたは制御情報及び又はフラグ及び又はパラメータを記
憶してもよい。
【０１３５】
　記憶部_D1040は、図に示すように、EPSベアラコンテキスト1042を記憶する。以下、記
憶部_D1040で記憶される情報要素について説明する。図13(b)にEPSベアラコンテキストに
含まれる情報要素を示す。図に示すように、EPSベアラコンテキストは、User Identity、
APN in Use(Data Network Identifier)、EPS Bearer ID、Serving Node Informationを含
む。
【０１３６】
　[1.3.通信手続きの説明]
　次に、本実施形態における通信手続きを、図15を用いて説明する。ここで、各手続きの
詳細手順を説明する前に、重複説明を避けるために本実施形態特有の用語や、各手続きに
用いる主要な識別情報を予め説明する。
【０１３７】
　本実施形態における第1の状態を図14を用いて説明する。本実施形態における第1の状態
は、UE_A10がコアネットワーク_A90に接続、及び登録され、各装置がPDUセッションを確
立した状態である。なお、各装置は、UE_A10がコアネットワーク_A90に登録されるための
手続きとPDUセッション確立のための手続きは、同時に実行されてもよいし、別々に実行
されてもよい。
【０１３８】
　本実施形態における第1のアクセスとは、3GPPアクセスであってよい。また、本実施形
態における説明において、3GPPアクセスとは3GPPアクセスネットワークを指してもよいし
、3GPPアクセスシステムを指してもよい。なお、3GPPアクセスシステムとは、各種の3GPP
アクセスネットワークを構成するための無線アクセスシステムであってよい。
【０１３９】
　さらに、本実施形態における第2のアクセスとは、non-3GPPアクセスであってよい。ま
た、本実施形態における説明において、non-3GPPアクセスとはnon-3GPPアクセスネットワ
ークを指してもよいし、non-3GPPアクセスシステムを指してもよい。なお、non-3GPPアク
セスシステムとは、各種のnon-3GPPアクセスネットワークを構成するための無線アクセス
システムであってよい。
【０１４０】
　次に、Access Traffic Steeringとは、データフローの送受信のために最適なアクセス
ネットワークを選択し、選択したアクセスネットワークを介してデータフローのトラフィ
ックを送受信する手続きーのことである。なお、最適なアクセスネットワークの選択は、



(22) JP 2019-149588 A 2019.9.5

10

20

30

40

50

ネットワークの負荷や、無線の信号品質、データフローに対応づけられたアプリケーショ
ン等に基づいて、行われてもよい。また、Access Traffic Steeringは、3GPPアクセスとn
on-3GPPアクセスの間で適応可能であってよい。
【０１４１】
　また、Access Traffic Steeringとは、データフローの継続性を維持しつつ、進行中の
全データフローのトラフィックを他のアクセスネットワークに移す手続きーである。なお
、Access Traffic Steeringは、第1のアクセスと第2のアクセスとの間で適応可能であっ
てよい。
【０１４２】
　つまり、Access Traffic Steeringは、セッションに対応づけられたIPアドレスを用い
て送受信する1又は複数のデータフローに対して、データフロー毎に第1のアクセスを介し
た通信路か第2のアクセスを介した通信路を選択してユーザデータを送受信するための機
能、又は通信手続きであってよい。言い換えると、一つのIPアドレスを用いてユーザデー
タを送受信する複数のフローの通信を行う際、フロー毎に、第1のアクセスを介した通信
路又は第2のアクセスを介した通信路を選択することができる。したがって、ある一時点
において、第1のアクセスを介した通信路と第2のアクセスを介した通信路を同時に利用し
て複数のフローの送受信を実行することができる。
【０１４３】
　また、Access Traffic Splittingとは、一つのデータフローのトラヒックを複数のアク
セスネットワークを介した通信に分離する手続きーである。ここで、一つのデータフロー
から分離された一部のトラヒックは、第1のアクセスを介して送受信され、その他のトラ
ヒックは第2のアクセスを介して送受信されてよい。なお、Access Traffic Splittingは
、第1のアクセスと第2のアクセスとの間で適応可能であってよい。
【０１４４】
　つまり、Access Traffic Splittingは、セッションに対応づけられたIPアドレスを用い
て送受信するある一つのデータフローの通信を、第1のアクセスを介した通信路と第2のア
クセスを介した通信路を利用して実行する機能、又は通信手続きであってよい。言い換え
ると、一つのIPアドレスを用いてユーザデータを送受信する複数のフローの通信を行う際
、フロー毎に、第1のアクセスを介した通信路、及び/又は第2のアクセスを介した通信路
を選択することができる。したがって、ある一時点において、第1のアクセスを介した通
信路と第2のアクセスを介した通信路を同時に利用して複数のフローの送受信を実行する
ことができる。なお、ある一つのフローの通信において送受信される各データユニットは
、第1のアクセス又は第2のアクセスのいずれかを用いて配送される。言い換えると、ある
一つのデータユニットが複製されて複数の通信路に配送されることはない。
【０１４５】
　また、ルーティングフィルターとは、ルーティングを目的として1又は複数のIPフロー
を識別するために用いられる情報であり、詳細には、各フローの通信に用いるIPヘッダの
パラメータ群やレンジ群であってよい。
【０１４６】
　言い換えると、ルーティングフィルターは、各フローを識別可能な情報であり、各フロ
ーで送受信するIPヘッダのパラメータ群で構成されてよい。なお、IPヘッダのパラメータ
群とは、送信元IPアドレス、送信先IPアドレス、送信元ポート番号、送信先ポート番号、
プロトコル番号等の5タプルのうちの一つ以上を組み合わせた情報であってよい。
【０１４７】
　また、ルーティングアクセスタイプとは、セッションに対応づけられて送受信可能な一
又は複数のIPフローの送受信する際に経由するアクセスネットワークのタイプを示す情報
であってよい。なお、アクセスネットワークのタイプは、第1のアクセス又は第2のアクセ
スであってよい。
【０１４８】
　また、ルーティングルールとは、ルーティングフィルターとルーティングアクセスタイ
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プとのアソシエーションを可能にする情報であってよい。ルーティングルールは、ルーテ
ィングフィルターとルーティングアクセスタイプとを対応づける情報であり、セッション
に対応づけられて送受信する一又は複数のフローの各フローに対して、送受信に用いるル
ーティングアクセスタイプを識別可能な情報であってよい。なお、UE_A10及びコアネット
ワークは、ルーティングルールを基に、各フローを送受信する通信路を、第1のアクセス
を介した通信路か第2のアクセスを介した通信路のいずれかを選択することができる。
【０１４９】
　又は、ルーティングルールは、ルーティングフィルターに対して複数のルーティングア
クセスタイプを対応づけ、ある特定のフローの通信を、複数の通信路を用いて送受信する
ことを示してもよい。この場合、ある特定のフローを送受信する通信路を、第1のアクセ
スを介した通信路と第2のアクセスを介した通信路を両方用いて通信することができる。
なお、ある一つのフローの通信において送受信される各データユニットは、第1のアクセ
ス又は第2のアクセスのいずれかを用いて配送される。言い換えると、ある一つのデータ
ユニットが複製されて複数の通信路に配送されることはない。さらに、アクセスネットワ
ークの選択、又は通信路の選択は、ネットワークの負荷や、無線の信号品質、データフロ
ーに対応づけられたアプリケーション等に基づいて行われてもよいし、UEポリシー及び又
はオペレータポリシーに基づいて行われてもよい。
【０１５０】
　本実施形態におけるマルチアクセスセッションは、第1のアクセス又は第2のアクセス、
又はその両方を同時に介してトラヒックを配送可能なセッションである。なお、マルチア
クセスセッションには、第1のタイプのマルチアクセスセッションがあってもよいし、第2
のタイプのマルチアクセスセッションがあってもよい。
【０１５１】
　本実施形態における第1のタイプのマルチアクセスセッションは、第1のアクセス又は第
2のアクセス、又はその両方を同時に介してトラヒックを配送可能なセッションである。
また、マルチアクセスセッションに対しては、一又は複数のIPアドレスが対応づけられて
よく、UE_A10は、マルチアクセスセッションにより、それらのIPアドレスを用いて複数の
フローの通信を実行することができる。なお、各フローは第1のアクセス又は第2のアクセ
スのいずれかに対応づけられており、各フローの通信は、一時点において対応づけられた
アクセスを介して実行する。
【０１５２】
　なお、どちらのアクセスを用いて各フローの送受信を行うかは、ルーティングルールを
基に決定されてよい。なお、ルーティングルールは、オペレータポリシー及び又はUEポリ
シーに基づいて決定されて良い。
【０１５３】
　なお、第1のタイプのマルチアクセスセッションは、NBIFOM(IP Flow Mobility based o
n network mobility protocols)に基づいたセッションであってよい。及び又は、第1のタ
イプのマルチアクセスセッションは、Access Traffic Switchingの機能をサポートしたセ
ッションであってよい。
【０１５４】
　本実施形態における第2のタイプのマルチアクセスセッションは、第1のアクセス又は第
2のアクセス、又はその両方を同時に介してトラヒックを配送可能なセッションである。
また、マルチアクセスセッションに対しては一又は複数のIPアドレスが対応づけられてよ
く、UE_A10は、マルチアクセスセッションにより、それらのIPアドレスを用いて複数のフ
ローの通信を実行することができる。なお、各フローの通信は、第1のアクセス又は第2の
アクセスのいずれかを用いて通信を行うことも可能であり、さらに、一時点において複数
のアクセスを同時に利用して通信することも可能である。
【０１５５】
　なお、第2のタイプのマルチアクセスセッションは、Access Traffic Splittingの機能
をサポートしたセッションであってよい。また、第2のタイプのマルチアクセスセッショ
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ンは、セッションに対応づけられる一又は複数のIPアドレスを用いて複数のフローの通信
を実行可能な単一のセッションであってもよい。
【０１５６】
　なお、各フローの通信において送受信される各データユニットは、第1のアクセス又は
第2のアクセスのいずれかを用いて配送される。なお、どちらのアクセスを用いて各デー
タユニットの送受信をするかは、ルーティングルールを基に決定されてよい。なお、ルー
ティングルールは、オペレータポリシー及び又はUEポリシーに基づいて決定されて良い。
【０１５７】
　さらに、本実施形態における第1の状態は、各装置が、第1のアクセス、及び第2のアク
セスを介してPDUセッションを確立している状態である。より詳細には、第1の状態は、各
装置が、eNB_A45、及びSGW_A35を介して、UE_A10とPGW_A30との間で確立されるPDUセッシ
ョンと、TWAG_A74、及び/又はePDG_A65を介してUE_A10とPGW_A30との間で確立されるPDU
セッションとを確立している状態である。言い換える、第1の状態は、各装置がマルチア
クセスセッションを確立している状態であってもよい。
【０１５８】
　次に、本実施形態における識別情報について説明する。本実施形態における第1の識別
情報は、UE_A10が、一つのIPアドレスを用いて通信することができる、第1のアクセスを
介した通信路と第2のアクセスを介した通信路を確立することができる機能を有すること
を示す情報である。言い換えると、第1の識別情報は、UE_A10が、第1のタイプのマルチア
クセスセッション及び/又は第2のタイプのマルチアクセスセッションを確立する機能を有
することを示す情報であってもよい。または、第1の識別情報は、UE_A10が第1のタイプの
マルチアクセスセッション及び/又は第2のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通
信を行うための機能を有することを示す情報であってもよい。または、第1の識別情報は
、UE_A10が、Access Traffic Switching及び/又はAccess Traffic Splittingを実行する
ための機能を有することを示す情報であってもよい。または、第1の識別情報は、UE_A10
が、Access Traffic Switching及び/又はAccess Traffic Splittingによる通信を実行す
るための機能を有することを示す情報であってもよい。
【０１５９】
　本実施形態における第2の識別情報は、UE_A10が、第1のタイプのマルチアクセスセッシ
ョンを確立する機能を有することを示す情報である。及び/又は、第2の識別情報は、UE_A
10が、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信を行う機能を有することを
示す情報であってもよい。及び/又は、第2の識別情報は、UE_A10が、Access Traffic Swi
tchingを実行するための機能を有することを示す情報であってもよい。及び/又は、第2の
識別情報は、UE_A10が、Access Traffic Switchingによる通信を実行するための機能を有
することを示す情報であってもよい。及び/又は、第2の識別情報は、UE_A10が、NBIFOMを
実行するための機能を有することを示す情報であってもよい。及び/又は、第2の識別情報
は、UE_A10が、NBIFOMによる通信を実行するための機能を有することを示す情報であって
もよい。
【０１６０】
　本実施形態における第3の識別情報は、UE_A10が、第2のタイプのマルチアクセスセッシ
ョンを確立する機能を有することを示す情報である。及び/又は、第3の識別情報は、UE_A
10が、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信を行う機能を有することを
示す情報であってもよい。及び/又は、第3の識別情報は、UE_A10が、Access Traffic Spl
ittingを実行するための機能を有することを示す情報であってもよい。及び/又は、第3の
識別情報は、UE_A10が、Access Traffic Splittingによる通信を実行するための機能を有
することを示す情報であってもよい。
【０１６１】
　本実施形態における第4の識別情報は、ネットワークが、一つのIPアドレスを用いて通
信することができる、第1のアクセスを介した通信路と第2のアクセスを介した通信路を確
立することができる機能を有することを示す情報である。言い換えると、第4の識別情報
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は、ネットワークが、第1のタイプのマルチアクセスセッション及び/又は第2のタイプの
マルチアクセスセッションを確立する機能を有することを示す情報であってもよい。また
は、第4の識別情報は、ネットワークが、第1のタイプのマルチアクセスセッション及び/
又は第2のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信を行うための機能を有するこ
とを示す情報であってもよい。または、第4の識別情報は、ネットワークが、Access Traf
fic Switching及び/又はAccess Traffic Splittingを実行するための機能を有することを
示す情報であってもよい。または、第4の識別情報は、ネットワークが、Access Traffic 
Switching及び/又はAccess Traffic Splittingによる通信を実行するための機能を有する
ことを示す情報であってもよい。
【０１６２】
　なお、本実施形態において、ネットワークが機能を有するという意味は、コアネットワ
ーク_A90及び/又は、MME_A40やPGW_A30等のコアネットワーク_A90に含まれる装置が機能
を有することを示してもよい。
【０１６３】
　本実施形態における第5の識別情報は、ネットワークが、第1のタイプのマルチアクセス
セッションを確立する機能を有することを示す情報である。及び/又は、第5の識別情報は
、ネットワークが、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信を行う機能を
有することを示す情報であってもよい。及び/又は、第5の識別情報は、ネットワークが、
Access Traffic Switchingを実行するための機能を有することを示す情報であってもよい
。及び/又は、第5の識別情報は、ネットワークが、Access Traffic Switchingによる通信
を実行するための機能を有することを示す情報であってもよい。及び/又は、第5の識別情
報は、ネットワークが、NBIFOMを実行するための機能を有することを示す情報であっても
よい。及び/又は、第5の識別情報は、ネットワークが、NBIFOMによる通信を実行するため
の機能を有することを示す情報であってもよい。
【０１６４】
　本実施形態における第6の識別情報は、ネットワークが、第2のタイプのマルチアクセス
セッションを確立する機能を有することを示す情報である。及び/又は、第6の識別情報は
、ネットワークが、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信を行う機能を
有することを示す情報であってもよい。及び/又は、第6の識別情報は、ネットワークが、
Access Traffic Splittingを実行するための機能を有することを示す情報であってもよい
。及び/又は、第6の識別情報は、ネットワークが、Access Traffic Splittingによる通信
を実行するための機能を有することを示す情報であってもよい。
【０１６５】
　本実施形態における第7の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションの確立
を要求することを示す情報である。本実施形態における第8の識別情報は、第2のタイプの
マルチアクセスセッションの確立を要求することを示す情報である。
【０１６６】
　本実施形態における第9の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションの確立
を許可することを示す情報である。及び/又は、第9の識別情報は、第1のタイプのマルチ
アクセスセッションを確立する要求が受諾されたことを示すステータス情報であってもよ
い。及び/又は、第9の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを確立した
ことを示す情報であってもよい。及び/又は、第9の識別情報は、確立したセッションが第
1のタイプのマルチアクセスセッションであることを示す情報であってもよい。及び/又は
、第9の識別情報は、確立したセッションを識別するセッション識別情報であってもよい
。
【０１６７】
　本実施形態における第10の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションの確
立を許可することを示す情報である。及び/又は、第10の識別情報は、第2のタイプのマル
チアクセスセッションを確立する要求が受諾されたことを示すステータス情報であっても
よい。及び/又は、第10の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを確立し
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たことを示す情報であってもよい。及び/又は、第10の識別情報は、確立したセッション
が第2のタイプのマルチアクセスセッションであることを示す情報であってもよい。及び/
又は、第10の識別情報は、確立したセッションを識別するセッション識別情報であっても
よい。
【０１６８】
　本実施形態における第11の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションの確
立を許可しないことを示す情報である。及び/又は、第11の識別情報は、第1のタイプのマ
ルチアクセスセッションの確立を許可しないことを示す理由情報（Reject Cause)であっ
てもよい。及び/又は、第11の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションをサ
ポートしないことを示す理由情報（Reject Cause)であってもよい。
【０１６９】
　本実施形態における第12の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションの確
立を許可しないことを示す情報である。及び/又は、第12の識別情報は、第2のタイプのマ
ルチアクセスセッションの確立を許可しないことを示す理由情報（Reject Cause)であっ
てもよい。及び/又は、第12の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションをサ
ポートしないことを示す理由情報（Reject Cause)であってもよい。
【０１７０】
　本実施形態における第13の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスを、変更又は設定すること
を要求する情報である。及び/又は、第13の識別情報は、Access Traffic Switchingの機
能又はNBIFOMの機能を実行することを要求する情報であってもよい。及び/又は、第13の
識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いた通信を行うためのアクセ
スを変更又は設定することを示す情報であってもよい。なお、第13の識別情報には、第1
のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけたルーティングルールが含まれてもよい
。さらに、ルーティングルールは、UE_A10が変更を要求するルールであってよく、UEポリ
シーに基づいたルールであってもよい。
【０１７１】
　本実施形態における第14の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対し、Access Traffic Splittingの機能の
実行又は停止を要求する情報である。なお、第14の識別情報には、第2のタイプのマルチ
アクセスセッションに対応づけたルーティングルールが含まれてもよい。さらに、ルーテ
ィングルールは、UE_A10が変更を要求するルールであってよく、UEポリシーに基づいたル
ールであってもよい。
【０１７２】
　本実施形態における第15の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスの変更又は設定を許可する
ことを示す情報である。及び/又は、第15の識別情報は、Access Traffic Switchingの機
能又はNBIFOMの機能を実行したことを示す情報であってもよい。及び/又は、第15の識別
情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いた通信を行うためのアクセスの
変更又は設定を実行したことを示す情報であってもよい。なお、第15の識別情報には、第
1のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけたルーティングルールが含まれてもよ
い。ここで、ルーティングルールは実行を許可したルーティングルールであってもよいし
、実行したルーティングルールであってもよい。さらに、ルーティングルールは、UE_A10
が変更を要求し、ネットワークが実行を許可したルールであってもよいし、オペレータポ
リシーに基づいて実行が許可されたルールであってもよい。
【０１７３】
　本実施形態における第16の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対し、UE_A10が要求するAccess Traffic S
plittingの機能の実行又は停止を許可することを示す情報である。及び/又は、第16の識
別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信可能な、一又は複数の
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フローの通信に対し、Access Traffic Splittingの機能を実行したこと、又は停止したこ
とを示す情報であってもよい。なお、第16の識別情報には、第2のタイプのマルチアクセ
スセッションに対応づけたルーティングルールが含まれてもよい。ここで、ルーティング
ルールは実行を許可したルーティングルールであってもよいし、実行したルーティングル
ールであってもよい。さらに、ルーティングルールは、UE_A10が変更を要求し、ネットワ
ークが実行を許可したルールであってもよいし、オペレータポリシーに基づいて実行が許
可されたルールであってもよい。
【０１７４】
　本実施形態における第17の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスの変更又は設定を許可しな
いことを示す情報である。及び/又は、第17の識別情報は、Access Traffic Switchingの
機能又はNBIFOMの機能の実行に対する拒絶を示す情報であってもよい。及び/又は、第17
の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いた通信を行うためのアク
セスの変更又は設定を実行しないことを示す情報であってもよい。及び/又は、第17の識
別情報は、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスの変更又は設定を許可しないこと
を示す理由情報（Reject Cause)であってもよい。及び/又は、第17の識別情報はAccess T
raffic Switchingの機能又はNBIFOMの機能の実行に対する拒絶を示す理由情報（Reject C
ause)であってもよい。及び/又は、第17の識別情報は第1のタイプのマルチアクセスセッ
ションを用いた通信を行うためのアクセスの変更又は設定を実行しないことを示す理由情
報（Reject Cause)であってもよい。
【０１７５】
　本実施形態における第18の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対し、Access Traffic Splittingの機能の
実行又は停止を許可しないことを示す情報である。及び/又は、第18の識別情報は、UE_A1
0が要求するAccess Traffic Splittingの機能の実行に対して拒絶を示す情報であっても
よい。及び/又は、第18の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用いた
通信を行うためのアクセスの変更又は設定を実行しないことを示す情報であってもよい。
及び/又は、第18の識別情報は、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスの変更又は
設定を許可しないことを示す理由情報（Reject Cause)であってもよい。及び/又は、第18
の識別情報はAccess Traffic Splittingの機能の実行に対する拒絶を示す理由情報（Reje
ct Cause)であってもよい。及び/又は、第18の識別情報は第2のタイプのマルチアクセス
セッションを用いた通信を行うためのルーティングルールの変更又は設定を実行しないこ
とを示す理由情報（Reject Cause)であってもよい。
【０１７６】
　本実施形態における第19の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスを、変更又は設定すること
を要求する情報である。及び/又は、第19の識別情報は、Access Traffic Switchingの機
能又はNBIFOMの機能を実行することを要求する情報であってもよい。及び/又は、第19の
識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いた通信を行うためのアクセ
スを変更又は設定することを示す情報であってもよい。なお、第19の識別情報には、第1
のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけたルーティングルールが含まれてもよい
。さらに、ルーティングルールは、ネットワークが変更を要求するルールであってよく、
オペレータポリシーに基づいたルールであってもよい。
【０１７７】
　なお、本実施形態において、ネットワークが変更を要求するという意味は、コアネット
ワーク_A90及び/又は、MME_A40やPGW_A30等のコアネットワーク_A90に含まれる装置が変
更を要求することを示してもよい。
【０１７８】
　本実施形態における第20の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対し、Access Traffic Splittingの機能の
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実行又は停止を要求する情報である。なお、第20の識別情報には、第2のタイプのマルチ
アクセスセッションに対応づけたルーティングルールが含まれてよい。さらに、ルーティ
ングルールは、ネットワークが変更を要求するルールであってよく、オペレータポリシー
に基づいたルールであってよい。
【０１７９】
　本実施形態における第21の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスの変更又は設定を許可する
ことを示す情報である。及び/又は、第21の識別情報は、Access Traffic Switchingの機
能又はNBIFOMの機能を実行したことを示す情報であってもよい。及び/又は、第21の識別
情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いた通信を行うためのアクセスの
変更又は設定を実行したことを示す情報であってもよい。なお、第21の識別情報には、第
1のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけたルーティングルールが含まれてもよ
い。ここで、ルーティングルールは実行を許可したルーティングルールであってもよいし
、実行したルーティングルールであってもよい。さらに、ルーティングルールは、ネット
ワークが変更を要求し、UE_A10が実行を許可したルールであってもよいし、UEポリシーに
基づいて実行が許可されたルールであってよい。
【０１８０】
　本実施形態における第22の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対し、ネットワークが要求するAccess Tra
ffic Splittingの機能の実行又は停止を許可することを示す情報である。及び/又は、第2
2の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信可能な、一又は複
数のフローの通信に対し、Access Traffic Splittingの機能を実行したこと、又は停止し
たことを示す情報であってもよい。なお、第22の識別情報には、第2のタイプのマルチア
クセスセッションに対応づけたルーティングルールが含まれてもよい。ここで、ルーティ
ングルールは実行を許可したルーティングルールであってもよいし、実行したルーティン
グルールであってもよい。さらに、ルーティングルールは、ネットワークが変更を要求し
、UE_A10が実行を許可したルールであってもよいし、UEポリシーに基づいて実行が許可さ
れたルールであってもよい。
【０１８１】
　本実施形態における第23の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスの変更又は設定を許可しな
いことを示す情報である。及び/又は、第23の識別情報は、Access Traffic Switchingの
機能又はNBIFOMの機能の実行に対する拒絶を示す情報であってもよい。及び/又は、第23
の識別情報は、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いた通信を行うためのアク
セスの変更又は設定を実行しないことを示す情報であってもよい。及び/又は、第23の識
別情報は、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスの変更又は設定を許可しないこと
を示す理由情報（Reject Cause)であってもよい。及び/又は、第23の識別情報はAccess T
raffic Switchingの機能又はNBIFOMの機能の実行に対する拒絶を示す理由情報（Reject C
ause)であってもよい。及び/又は、第23の識別情報は第1のタイプのマルチアクセスセッ
ションを用いた通信を行うためのアクセスの変更又は設定を実行しないことを示す理由情
報（Reject Cause)であってもよい。
【０１８２】
　本実施形態における第24の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを用
いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対し、Access Traffic Splittingの機能の
実行又は停止を許可しないことを示す情報である。及び/又は、第24の識別情報は、ネッ
トワークが要求するAccess Traffic Splittingの機能の実行に対して拒絶を示す情報であ
ってもよい。及び/又は、第24の識別情報は、第2のタイプのマルチアクセスセッションを
用いた通信を行うためのアクセスの変更又は設定を実行しないことを示す情報であっても
よい。及び/又は、第24の識別情報は、一又は複数のフローの通信に用いるアクセスの変
更又は設定を許可しないことを示す理由情報（Reject Cause)であってもよい。及び/又は
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、第24の識別情報はAccess Traffic Splittingの機能の実行に対する拒絶を示す理由情報
（Reject Cause)であってもよい。及び/又は、第24の識別情報は第2のタイプのマルチア
クセスセッションを用いた通信を行うためのルーティングルールの変更又は設定を実行し
ないことを示す理由情報（Reject Cause)であってもよい。
【０１８３】
　次に、本実施形態における通信手続きを図15を用いて説明する。なお、各手続きの詳細
は、後述する。各装置は、まず、アタッチ手続き(S2000)を実行し、UE_A10がネットワー
クに接続した状態に遷移する。次に、各装置は、PDUセッション確立手続き(S2002)を実行
し、第1の状態に遷移する。なお、各装置は、アタッチ手続き、及び／又はPDUセッション
確立手続きにおいて、各装置の各種能力情報、及び／又は各種要求情報を交換してもよい
。
【０１８４】
　また、各装置は、第1の状態に遷移するために、第1のアクセスを介した初期手続き(ア
タッチ手続き、及び/又はPDUセッション確立手続き)とは別に、第2のアクセスを介した初
期手続きも実行する。なお、各装置は、第1のアクセスを介した初期手続きの実行後に、
第2のアクセスを介した初期手続きを実行してもよいし、第2のアクセスを介した初期手続
きの実行後に第1のアクセスを介した初期手続きを実行してもよい。また、各装置は、各
装置の各種能力情報、及び／又は各種要求情報の交換を、第1のアクセスを介した初期手
続き、又は第2のアクセスを介した初期手続きで実行してもよいし、両方の初期手続きで
実行してもよい。
【０１８５】
　なお、各装置は、各種情報の交換、及び/又は各種要求の交渉をアタッチ手続きで実施
した場合、各種情報の交換、及び/又は各種要求の交渉をPDUセッション確立手続きで実施
しなくてもよい。逆に、各装置は、各種情報の交換、及び/又は各種要求の交渉をアタッ
チ手続きで実施しなかった場合、各種情報の交換、及び/又は各種要求の交渉をPDUセッシ
ョン確立手続きで実施してもよい。これに限らず、各装置は、各種情報の交換、及び/又
は各種要求の交渉をアタッチ手続きで実施した場合でも、各種情報の交換、及び/又は各
種要求の交渉をPDUセッション確立手続きで実施してもよい。
【０１８６】
　例えば、各装置は、アタッチ手続き、及びPDUセッション確立手続きにおいて、第1から
18の識別情報の内1つ以上の識別情報を交換してもよい。また、各装置は、第1から18の識
別情報の内1つ以上の識別情報をアタッチ手続きで交換し、PDUセッション確立手続きで交
換しなくてもよい。逆に、各装置は、第1から18の識別情報の内1つ以上の識別情報をアタ
ッチ手続きで交換せずに、PDUセッション確立手続きで交換してもよい。また、各装置は
、第1から18の識別情報の内、アタッチ手続きで交換していない識別情報をPDUセッション
確立手続きで交換してもよい。
【０１８７】
　さらに、各装置は、これらの識別情報をUE_A10と対応づけて管理する場合、アタッチ手
続き中で交換してもよく、PDUセッションと対応づけて管理する場合、PDUセッションを確
立手続き中で交換してもよい。
【０１８８】
　また、各装置は、PDUセッション確立手続きを、アタッチ手続きの中で実行してもよく
、アタッチ手続きの完了後に実行してもよい。なお、PDUセッション確立手続きがアタッ
チ手続きの中で実行された場合、各装置は、アタッチ手続きの完了に基づいてPDUセッシ
ョンを確立してもよいし、第１の状態へ遷移してもよい。
【０１８９】
　次に、各装置は、ルーティングルール更新手続き(S2006)を実行する。なお、ルーティ
ングルール更新手続きは、第1の状態への遷移後であれば任意のタイミングで実行可能で
あってよい。また、各装置は、ルーティングルール更新手続きにおいて、各種要求情報を
交換してもよい。例えば、各装置は、ルーティングルール更新手続きにおいて、第13から
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24の識別情報の内1つ以上の識別情報を交換してもよい。
【０１９０】
　以上の手続きにより、各装置は、本手続きを完了する。なお、本手続きに関わる各装置
は、本手続きで説明する各制御メッセージを送受信することにより、各制御メッセージに
含まれる1又は複数の識別情報を送受信し、送受信した各識別情報をコンテキストとして
記憶してもよい。
【０１９１】
　[1.3.1.アタッチ手続きの概要]
　まず、アタッチ手続きの概要について説明する。本手続きは、UE_A10が主導してネット
ワーク(アクセスネットワーク、及び/又はコアネットワーク_A90、及び/又はPDN_A5)へ接
続するための手続きである。UE_A10は、コアネットワーク_A90に接続していない状態であ
れば、端末電源投入時等の任意のタイミングで本手続きを実行することができる。言い換
えると、UE_A10は、登録されていない状態(EMM-DEREGISTERED)であれば任意のタイミング
で本手続きを開始してもよい。また、各装置は、アタッチ手続き完了に基づいて、登録状
態(EMM-REGISTERED)に遷移してもよい。
【０１９２】
　また、本手続きは、第1のアクセスを介した手続きと第2のアクセスを介した手続きとが
あってよい。UE_A10は、第1のアクセスを介してコアネットワーク_A90に接続した状態で
、第2のアクセスを介した本手続きを開始してもよいし、第2のアクセスを介してコアネッ
トワーク_A90に接続した状態で、第1のアクセスを介した本手続きを開始してもよい。
【０１９３】
　なお、以下では、第1のアクセスを介した本手続きを、アタッチ手続き例として説明し
、第2のアクセスを介した本手続きを、第2のアクセスを介したアタッチ手続き例として説
明する。
【０１９４】
　[1.3.2.PDUセッション確立手続き例]
　次に、PDUセッション確立手続きの例について説明する。本手続きは、各装置がPDUセッ
ションを確立するための手続きである。なお、各装置は、本手続きを、アタッチ手続きを
完了した状態で実行してもよいし、アタッチ手続きの中で実行してもよい。また、各装置
は、アタッチ手続き後の任意のタイミングで本手続きを開始してもよい。また。各装置は
、PDUセッション確立手続きの完了に基づいて、PDUセッションを確立してもよい。さらに
、各装置は、本手続きを複数回実行することで、複数のPDUセッションを確立してもよい
。
【０１９５】
　なお、本手続きで確立されるPDUセッションは、マルチアクセスセッションであっても
よい。さらに、各装置は、本手続きを複数回実行することで、1つのマルチアクセスセッ
ションに複数のアクセスを介した通信路を加えてもよいし、新たなマルチアクセスセッシ
ョンを確立してもよい。なお、本手続きは、第1のアクセスを介した手続きと第2のアクセ
スを介した手続きとがあってよい。
【０１９６】
　また、本手続きはUE_A10が主導して実行してもよい。例えば、端末電源投入時等の初期
接続時に、UE_A10が主導して本手続きを実行してもよい。さらに、UE_A10は、第1のアク
セス、及び/又は第2のアクセスを介してコアネットワーク_A90に接続した状態で第1のア
クセス、及び/又は第2のアクセスを介した本手続きを開始してもよい。
【０１９７】
　なお、各装置は、第1のアクセスを介したマルチアクセスセッションを確立した状態で
、第2のアクセスを介した本手続きを実行することで、マルチアクセスセッションに第2の
アクセスを介した通信路を加えてもよいし、第１のアクセスを介した通信路と第2のアク
セスを介した通信路を用いた通信が実行可能となってもよい。
【０１９８】
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　さらに、各装置は、第2のアクセスを介したマルチアクセスセッションを確立した状態
で、第1のアクセスを介した本手続きを実行することで、マルチアクセスセッションに第1
のアクセスを介した通信路を加えてもよいし、第１のアクセスを介した通信路と第2のア
クセスを介した通信路を用いた通信が実行可能となってもよい。
【０１９９】
　また、各装置は、マルチアクセスセッションを確立していない状態で、第1のアクセス
、及び/又は第2のアクセスを介した本手続きを実行することで、新たなマルチアクセスセ
ッションを確立してもよい。
【０２００】
　なお、マルチアクセスセッションに新たなアクセスを介した通信路が加えられる条件、
及び/又は新たなマルチアクセスセッションが確立される条件はこれに限らない。また、
以下では、第1のアクセスを介した本手続きを、UE主導のPDUセッション確立手続き例とし
て説明し、第2のアクセスを介した本手続きを、UE主導の第2のアクセスを介したPDUセッ
ション確立手続き例として説明する。
【０２０１】
　[1.3.2.1.UE主導のPDUセッション確立手続き例]
　図17を用いて、UE_A10が主導してPDUセッション確立手続きを実行する手順の例を説明
する。以下、本手続きの各ステップについて説明する。まず、UE_A10は、eNB_A45を介し
てMME_A40にPDUセッション確立要求メッセージを送信し、UE主導のPDUセッション確立手
続きを開始する(S2200)。
【０２０２】
　なお、本手続きは、第1のアクセスを介したUE主導のPDUセッション確立手続き例であっ
てよい。ここで、UE_A10は、PDUセッション確立要求メッセージに、少なくとも第1の識別
情報、第2の識別情報、第3の識別情報、第7の識別情報、第8の識別情報、第13の識別情報
、第14の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含める
ことで、マルチアクセスセッションを確立することを要求してもよい。
【０２０３】
　さらに、各装置は、第1の識別情報、及び/又は第2の識別情報、及び/又は第7の識別情
報、及び/又は第13の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセスセッシ
ョンの確立を要求してもよいし、Access Traffic Switchingを用いた通信を行うことを要
求してもよいし、NBIFOMを用いた通信を行うことを要求してもよい。
【０２０４】
　さらに、各装置は、第1の識別情報、及び/又は第2の識別情報、及び/又は第7の識別情
報、及び/又は第13の識別情報を送受信することで、UE_A10がAccess Traffic Switching
をサポートすることを示してもよいし、Access Traffic SwitchingをサポートしたPDUセ
ッションを確立することを要求してもよい。
【０２０５】
　さらに、各装置は、第13の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いた通信を行うためのアクセスの設定、及び/又は第1のタイプのマルチ
アクセスセッションに対応するルーティングルールの設定を要求してもよい。
【０２０６】
　また、各装置は、第1の識別情報、及び/又は第3の識別情報、及び/又は第8の識別情報
、及び/又は第14の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセスセッショ
ンの確立を要求してもよいし、Access Traffic Splittingを用いた通信を行うことを要求
してもよい。
【０２０７】
　さらに、各装置は、第1の識別情報、及び/又は第3の識別情報、及び/又は第8の識別情
報、及び/又は第14の識別情報を送受信することで、UE_A10がAccess Traffic Splitting
をサポートすることを示してもよいし、Access Traffic SplittingをサポートしたPDUセ
ッションを確立することを要求してもよい。
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【０２０８】
　さらに、各装置は、第14の識別情報を送受信することで、各フローに対して、Access T
raffic Splittingの機能を実行するか否かを要求してもよいし、第2のタイプのマルチア
クセスセッションに対応するルーティングルールの設定を要求してもよい。
【０２０９】
　さらに、UE_A10は、既にマルチアクセスセッションを確立している場合、PDUセッショ
ン確立要求メッセージに、初期要求(initial request)ではないことを示す情報、及び/又
はマルチアクセスセッションで使用されているAPNを含めることで、既に確立しているマ
ルチアクセスセッションに対して第1のアクセスを介した通信路を加えることを要求して
もよい。なお、初期要求ではないことを示す情報は、ハンドオーバーであることを示す情
報であってもよい。
【０２１０】
　逆に、UE_A10は、PDUセッション確立要求メッセージに、初期要求(initial request)で
あることを示す情報を含めて送信してもよいし、これらの識別情報を含めることで、新た
なマルチアクセスセッションを、第1のアクセスを介して確立することを要求してもよい
。
【０２１１】
　MME_A40は、PDUセッション確立要求メッセージを受信し、第1の条件を判別する。MME_A
40は、第1の条件が真の場合、本手続き中の(A)の手続きを開始し、第1の条件が偽の場合
、本手続き中の(B)の手続きを開始する。
【０２１２】
　以下、本手続き中の(A)の手続きの各ステップを説明する。MME_A40は、本手続き中の(C
)の手続きを実行し、本手続き中の(A)の手続きを開始する。さらに、本手続き中の(C)の
手続きの各ステップを説明する。MME_A40は、第2の条件判別を実行し、本手続き中の(C)
の手続きを開始する。第2の条件が真の場合には、MME_A40はSGW_A35にセッション生成要
求メッセージを送信してもよい(S2202)。又は、第2の条件が偽の場合には、MME_A40はSCE
F_A46にセッション生成要求メッセージを送信してもよい(S2210)。なお、第1の条件が偽
の場合のステップは後述する。
【０２１３】
　ここで、第1の条件判別は、MME_A40が、UE_A10の要求を受諾するか否かを判別する為の
ものである。第1の条件が真とは、UE_A10の要求を受諾する場合であり、UE_A10の要求が
許可される場合であってよい。さらに、第1の条件が偽とは、UE_A10の要求を拒否する場
合であり、第1の条件を真と判断しなかった場合であってよい。
【０２１４】
　また、第2の条件判別は、MME_A40が、確立するPDUセッションのタイプを決定する為の
ものである。第2の条件が真とは、確立するPDUセッションが第1のタイプのPDUセッション
である場合であり、UE_A10が第1のタイプのPDUセッションの確立を要求し、MME_A40が要
求を許可した場合、及び/又はMME_A40が第1のタイプのPDUセッションの確立を決定した場
合であってよい。さらに、第2の条件が偽とは、確立するPDUセッションが第2のタイプのP
DUセッションである場合であり、UE_A10が第2のタイプのPDUセッションの確立を要求し、
MME_A40が要求を許可した場合、及び/又はMME_A40が第2のタイプのPDUセッションの確立
を決定した場合であってよく、第2の条件を真と判断しなかった場合であってよい。
【０２１５】
　ここで、第1のタイプのPDUセッションとは、eNB_A45、及び/又はSGW_A35、及び/又はPG
W_A30を介したUE_A10とDNとの間の接続性であり、第2のタイプのPDUセッションとはeNB_A
45、及び/又はMME_A40、及び/又はSCEF_A46を介したUE_A10とDNとの間の接続性である。
【０２１６】
　なお、SGW_A35は、セッション生成要求メッセージを受信した場合には、PGW_A30にセッ
ション生成要求メッセージを送信する(S2204)。さらに、PGW_A30は、セッション生成要求
メッセージを受信し、第3の条件を判別する。
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【０２１７】
　ここで、MME_A40、及び/又はSGW_A35は、セッション生成要求メッセージに第1の識別情
報、第2の識別情報、第3の識別情報、第7の識別情報、第8の識別情報、第13の識別情報、
第14の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、初期要求であるか否かを示す
情報、及び/又はAPNを含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求
を伝達してもよい。
【０２１８】
　また、第3の条件判別は、PGW_A30ではなく、PCRF_A60が実施してもよい。その場合、PG
W_A30は、PCRF_A60との間でIP-CANセッション確立手続きを実施する。より具体的には、P
GW_A30は、PCRF_A60にIP-CANセッション確立手続き中の要求メッセージを送信する。さら
に、PCRF_A60は、IP-CANセッション確立手続き中の要求メッセージを受信し、第3の条件
を判別し、PGW_A30にIP-CANセッション確立手続き中の応答メッセージを送信する。さら
に、PGW_A30はIP-CANセッション確立手続き中の応答メッセージを受信し、第3の条件判別
の結果を認識する。
【０２１９】
　ここで、PGW_A30は、IP-CANセッション確立手続き中の要求メッセージに、少なくとも
第1の識別情報、第2の識別情報、第3の識別情報、第7の識別情報、第8の識別情報、第13
の識別情報、第14の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、初期要求である
か否かを示す情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求を
伝達してもよい。
【０２２０】
　また、PCRF_A60は、IP-CANセッション確立手続き中の応答メッセージに、少なくとも第
3の情報判別の結果を含めてもよいし、この結果を含めることで、第3の条件判別の結果を
PGW_A30に通知してもよい。
【０２２１】
　さらに、PCRF_A60は、IP-CANセッション確立手続き中の応答メッセージに、第4の識別
情報、第5の識別情報、第6の識別情報、第9の識別情報、第10の識別情報、第15の識別情
報、第16の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含め
ることで、UE_A10の要求が許可されたことを示してしてもよい。
【０２２２】
　また、PCRF_A60は、IP-CANセッション確立手続き中の応答メッセージに、第11の識別情
報、第12の識別情報、第17の識別情報、第18の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めて
もよいし、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が拒絶されたことを示してし
てもよい。
【０２２３】
　第3の条件が真の場合には、PGW_A30はSGW_A35にセッション生成応答メッセージを送信
する(S2206)。さらに、SGW_A35は、セッション生成応答メッセージを受信し、MME_A40に
セッション生成応答メッセージを送信する(S2208)。さらに、MME_A40は、セッション生成
応答メッセージを受信する。
【０２２４】
　また、PGW_A30、及び/又はSGW_A35は、セッション生成応答メッセージに、第4の識別情
報、第5の識別情報、第6の識別情報、第9の識別情報、第10の識別情報、第15の識別情報
、第16の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、APN、及び/又はIPアドレス
を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が許可されたことを
示してしてもよい。
【０２２５】
　第3の条件が偽の場合には、PGW_A30はSGW_A35にセッション生成拒絶メッセージを送信
する(S2206)。さらに、SGW_A35は、セッション生成拒絶メッセージを受信し、MME_A40に
セッション生成拒絶メッセージを送信する(S2208)。なお、セッション生成拒絶メッセー
ジは、拒絶理由を含むセッション生成応答メッセージであってもよい。
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【０２２６】
　また、PGW_A30、及び/又はSGW_A35は、セッション生成拒絶メッセージに、第11の識別
情報、第12の識別情報、第17の識別情報、第18の識別情報の内1つ以上の識別情報を含め
てもよいし、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が拒絶されたことを示して
してもよい。
【０２２７】
　また、SCEF_A46は、セッション生成要求メッセージを受信した場合には、第3の条件を
判別する。第3の条件が真の場合には、SCEF_A46はMME_A40にセッション生成応答メッセー
ジを送信する(S2212)。MME_A40は、セッション生成応答メッセージを受信する。また、SC
EF_A46はMME_A40にセッション生成拒絶メッセージを送信する(S2212)。各装置は、セッシ
ョン生成応答メッセージ、及び/又はセッション生成拒絶メッセージの受信に基づき、本
手続きの(C)の手続きは完了する。
【０２２８】
　なお、第3の条件判別は、PGW_A30、及び/又はSCEF_A46が、UE_A10の要求を受諾するか
否かを判別する為のものである。第3の条件が真とは、UE_A10の要求を受諾する場合であ
り、UE_A10の要求が許可される場合であってよい。さらに、第3の条件が偽とは、UE_A10
の要求を拒否する場合であり、第3の条件を真と判断しなかった場合であってよく、第3の
条件を真と判断しなかった場合であってよい。
【０２２９】
　なお、PCRF_A60が第3の条件判別を実施した場合、PGW_A30は、PCRF_A60から受信した第
3の条件判別の結果を基に、第3の条件判別を実施してもよい。例えば、PCRF_A60がUE_A10
の要求を受諾する場合、PCRF_A60、及びPGW_A30は第3の条件を真としてもよく、UE_A10の
要求を拒絶する場合、PCRF_A60、及びPGW_A30は第3の条件を偽としてもよい。
【０２３０】
　MME_A40は、セッション生成応答メッセージの受信に基づいて、eNB_A45にPDUセッショ
ン確立受諾メッセージを送信する(S2214)。なお、MME_A40は、セッション生成拒絶メッセ
ージを受信した場合、本手続き中の(A)の手続きを続けず、本手続き中の(B)の手続きを開
始してもよい。
【０２３１】
　eNB_A45は、PDUセッション確立受諾メッセージを受信し、UE_A10にRRCコネクション再
設定要求メッセージ、及び/又はPDUセッション確立受諾メッセージを送信する(S2216)。
なお、PDUセッション確立受諾メッセージは、RRCコネクション再設定要求メッセージに含
まれて送受信されてもよい。
【０２３２】
　ここで、MME_A40は、PDUセッション確立受諾メッセージに、少なくとも第4の識別情報
、第5の識別情報、第6の識別情報、第9の識別情報、第10の識別情報、第15の識別情報、
第16の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、APN、及び/又はIPアドレスを
含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が受諾されたことを示
してしてもよいし、マルチアクセスセッションの確立を許可することを示してもよい。
【０２３３】
　さらに、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第5の識別情報、及び/又は第9の識別情
報、及び/又は第15の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセスセッシ
ョンの確立の要求が受諾されたことを示してしてもよいし、Access Traffic Switchingを
用いた通信を行う要求が受諾されたことを示してもよいし、NBIFOMを用いた通信を行う要
求が受諾されたことを示してもよい。
【０２３４】
　また、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第5の識別情報、及び/又は第9の識別情報
、及び/又は第15の識別情報を送受信することで、ネットワークがAccess Traffic Switch
ingをサポートすることを示してしてもよいし、Access Traffic Switchingをサポートし
たPDUセッションが確立されたことを示してもよい。
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【０２３５】
　さらに、各装置は、第15の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いた通信を行うためのアクセスが設定されたことを示してもよいし、第
1のタイプのマルチアクセスセッションに対応するルーティングルールが設定されたこと
を示してしてもよい。
【０２３６】
　また、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第6の識別情報、及び/又は第10の識別情報
、及び/又は第16の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセスセッショ
ンの確立の要求が受諾されたことを示してもよいし、Access Traffic Splittingを用いた
通信を行う要求が受諾されたことを示してもよい。
【０２３７】
　また、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第6の識別情報、及び/又は第10の識別情報
、及び/又は第16の識別情報を送受信することで、ネットワークがAccess Traffic Splitt
ingをサポートすることを示してしてもよいし、Access Traffic Splittingをサポートし
たPDUセッションが確立されたことを示してもよい。
【０２３８】
　さらに、各装置は、第16の識別情報を送受信することで、各フローに対して、Access T
raffic Splittingの機能が実行されるか否かを示してもよいし、第2のタイプのマルチア
クセスセッションに対応するルーティングルールが設定されたことを示してしてもよい。
【０２３９】
　また、各装置は本手続きの開始前に既に確立しているマルチアクセスセッションと同じ
APN、及び/又はIPアドレスを送受信することで、前記マルチアクセスセッションに第1の
アクセスを介した通信路が追加されたことを示してしてもよい。逆に、各装置は、新たな
APN、及び/又はIPアドレスを送受信することで、第1のアクセスを介した新たなマルチア
クセスセッションが確立されたことを示してしてもよい。
【０２４０】
　RRCコネクション再設定要求メッセージを受信した場合、UE_A10はeNB_A45にRRCコネク
ション再設定要求メッセージを送信する(S2218)。eNB_A45は、RRCコネクション再設定要
求メッセージを受信し、MME_A40にベアラ設定メッセージを送信する(S2220)。さらに、MM
E_A40は、ベアラ設定メッセージを受信する。
【０２４１】
　PDUセッション確立受諾メッセージを受信した場合、UE_A10はeNB_A45を介してMME_A40
にPDUセッション確立完了メッセージを送信する(S2222)(S2224)。さらに、MME_A40は、PD
Uセッション確立完了メッセージを受信し、本手続き中の(D)手続きを開始する。
【０２４２】
　以下、本手続き中の(D)の手続きの各ステップを説明する。第2の条件が真の場合、MME_
A40は、ベアラ変更要求メッセージをSGW_A35に送信し、本手続き中の(D)の手続きを開始
する(S2226)。さらに、SGW_A35は、ベアラ変更要求メッセージを受信し、MME_A40にベア
ラ変更応答メッセージを送信する(S2228)。さらに、MME_A40は、ベアラ変更応答メッセー
ジを受信し、本手続きの(D)の手続きを完了する。さらに、各装置は、PDUセッション確立
完了メッセージの送受信、及び/又は本手続きの(D)の手続きの完了に基づき、本手続き中
の(A)の手続きを完了する。
【０２４３】
　次に、本手続き中の(B)の手続きの各ステップを説明する。MME_A40は、eNB_A45を介し
てUE_A10にPDUセッション確立拒絶メッセージを送信し、本手続き中の(B)の手続きを開始
する(S2230)。さらに、UE_A10はPDUセッション確立拒絶メッセージを受信し、UE_A10の要
求が拒絶されたことを認識する。各装置は、PDUセッション確立拒絶メッセージの送受信
に基づき、本手続き中の(B)の手続きを完了する。
【０２４４】
　また、MME_A40は、PDUセッション確立拒絶メッセージに、第11の識別情報、第12の識別
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情報、第17の識別情報、第18の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、これ
らの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が拒絶されたことを示してしてもよいし、接
続先のネットワークがマルチアクセスセッションの確立をサポートしていないことを示し
てもよいし、マルチアクセスセッションの確立を許可しないことを示してもよい。
【０２４５】
　さらに、各装置は、第11の識別情報、及び/又は第17の識別情報を送受信することで、
第1のタイプのマルチアクセスセッションの確立の要求が拒絶されたことを示してしても
よいし、Access Traffic Switchingを用いた通信を行う要求が拒絶されたことを示しても
よいし、NBIFOMを用いた通信を行う要求が拒絶されたことを示してもよいし、各要求が拒
絶された理由を通知してもよい。
【０２４６】
　さらに、各装置は、第17の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いた通信を行うためのアクセスの設定が許可されなかったことを示して
もよいし、第1のタイプのマルチアクセスセッションに対応するルーティングルールの設
定が許可されなかったことを示してしてもよい。
【０２４７】
　また、各装置は、第12の識別情報、及び/又は第18の識別情報を送受信することで、第2
のタイプのマルチアクセスセッションの確立の要求が拒絶されたことを示してもよいし、
Access Traffic Splittingを用いた通信を行う要求が拒絶されたことを示してもよいし、
各要求が拒絶された理由を通知してもよい。
【０２４８】
　さらに、各装置は、第18の識別情報を送受信することで、各フローに対して、Access T
raffic Splittingの機能の実行が許可されないことを示してもよいし、第2のタイプのマ
ルチアクセスセッションに対応するルーティングルールの設定が許可されなかったことを
示してしてもよい。
【０２４９】
　各装置は、本手続き中の(A)、又は(B)の手続きの完了に基づいて、本手続きを完了する
。なお、各装置は、本手続き中の(A)の手続きの完了に基づいて、PDUセッションが確立さ
れた状態に遷移してもよいし、本手続き中の(B)の手続きの完了に基づいて、本手続きが
拒絶されたことを認識してもよい。
【０２５０】
　さらに、各装置は、本手続きの完了に基づいて、マルチアクセスセッションを確立して
もよい。言い換えると、各装置は、マルチアクセスセッションを、第4の識別情報、第5の
識別情報、第6の識別情報、第9の識別情報、第10の識別情報、第15の識別情報、第16の識
別情報の内1つ以上の識別情報を送受信した場合は確立してもよく、第11の識別情報、第1
2の識別情報、第17の識別情報、第18の識別情報の内1つ以上の識別情報を送受信した場合
は確立しなくてもよい。さらに、各装置は、マルチアクセスセッションを確立することで
、第１のアクセスを介した通信路と第2のアクセスを介した通信路を用いた通信が実行可
能となってもよい。
【０２５１】
　さらに、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第5の識別情報、及び/又は第9の識別情
報、及び/又は第15の識別情報を送受信した場合、第1のタイプのマルチアクセスセッショ
ンを確立してもよいし、Access Traffic SwitchingをサポートしたPDUセッションを確立
してもよい。さらに、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第5の識別情報、及び/又は第
9の識別情報、及び/又は第15の識別情報を送受信した場合、確立したPDUセッションが第1
のタイプのマルチアクセスセッションであることを認識してもよいし、確立したPDUセッ
ションにAccess Traffic Switching、及び/又はNBIFOMが適応されたことを認識してもよ
い。
【０２５２】
　また、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第6の識別情報、及び/又は第10の識別情報
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、及び/又は第16の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセスセッション
を確立してもよいし、確立したPDUセッションが第2のタイプのマルチアクセスセッション
であることを認識してもよい。さらに、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第6の識別
情報、及び/又は第10の識別情報、及び/又は第16の識別情報を送受信した場合、Access T
raffic SplittingをサポートしたPDUセッションを確立してもよいし、確立したPDUセッシ
ョンにAccess Traffic Splittingが適応されたことを認識してもよい。
【０２５３】
　さらに、各装置は、第15の識別情報を送受信した場合、確立したPDUセッションで用い
るアクセス、及び/又はルーティングルールを認識、記憶してもよい。さらに、各装置は
、第16の識別情報を送受信した場合、送受信するユーザデータの各フローに対してAccess
 Traffic Splittingの機能を実行するか否かを示す情報、及び/又は確立したPDUセッショ
ンで用いるルーティングルールを認識、記憶してもよい。
【０２５４】
　さらに、各装置は、第11の識別情報、及び/又は第17の識別情報を送受信した場合、第1
のタイプのマルチアクセスセッションを用いた通信を行うためのアクセスの設定が許可さ
れなかったことを認識してもよいし、第1のタイプのマルチアクセスセッションに対応す
るルーティングルールの設定が許可されなかったことを認識してもよい。
【０２５５】
　さらに、各装置は、第12の識別情報、及び/又は第18の識別情報を送受信した場合、各
フローに対して、Access Traffic Splittingの機能の実行が許可されないことを認識して
もよいし、第2のタイプのマルチアクセスセッションに対応するルーティングルールの設
定が許可されなかったことを認識してしてもよい。
【０２５６】
　さらに、各装置は、第11の識別情報、第12の識別情報、第17の識別情報、第18の識別情
報の内1つ以上の識別情報を送受信した場合、UE_A10の要求が拒絶されたことを認識して
もよいし、UE_A10の要求が拒絶された理由を認識してもよい。さらに、各装置は、UE_A10
の要求が拒絶された理由に基づいて、再度本手続きを実施してもよい。
【０２５７】
　さらに、各装置は、本手続きの完了に基づいて、本手続きの開始前に既に確立されてい
るマルチアクセスセッションに第1のアクセスを介した通信路が追加されたのか、第1のア
クセスを介した新たなマルチアクセスセッションが確立されたのかを判断してもよい。
【０２５８】
　例えば、各装置は、既に確立されているマルチアクセスセッションと同じAPN、及び/又
はIPアドレスを送受信した場合、既に確立されているマルチアクセスセッションに第1の
アクセスを介した通信路が追加されたことを認識してもよい。また、各装置は、既に確立
されているマルチアクセスセッションとは異なるAPN、及び/又はIPアドレスを送受信した
場合、第1のアクセスを介した新たなマルチアクセスセッションが確立されたことを認識
してもよい。
【０２５９】
　また、前述した第1から第3の条件判別は、PDUセッション確立要求メッセージに含まれ
る識別情報、及び/又は加入者情報、及び/又はオペレータポリシーに基づいて実行されて
もよい。また、第1から第3の条件の真偽が決まる条件は前述した条件に限らなくてもよい
。
【０２６０】
　例えば、第1の条件、及び/又は第3の条件は、UE_A10がマルチアクセスセッションの確
立を要求し、ネットワークが要求を許可する場合、真であってよい。また、第1の条件、
及び/又は第3の条件は、UE_A10がマルチアクセスセッションの確立を要求し、ネットワー
クが要求を許可しない場合、偽であってよい。さらに、第1の条件、及び/又は第3の条件
は、UE_A10の接続先のネットワーク、及び/又はネットワーク内の装置がマルチアクセス
セッションの確立をサポートしていない場合、偽であってもよい。
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【０２６１】
　より詳細には、第1の条件、及び/又は第3の条件は、UE_A10が要求する、第1のタイプ、
及び/又は第2のタイプのマルチアクセスセッションの確立の要求が、受け入れられる場合
は真であってもよく、受け入れられない場合は偽であってもよい。
【０２６２】
　さらに、第1の条件、及び/又は第3の条件は、UE_A10が要求する、マルチアクセスセッ
ションで用いられるアクセスの種類、及び/又はルーティングルールが、受け入れられる
場合は真であってもよく、受け入れられない場合は偽であってもよい。
【０２６３】
　さらに、第1の条件、及び/又は第3の条件は、UE_A10が要求する、Access Traffic Swit
chingの機能、及び/又はNBIFOMの機能、及び/又はAccess Traffic Splittingの機能を有
効にするか否かの要求が、受け入れられる場合は真であってもよく、受け入られない場合
は偽であってもよい。
【０２６４】
　[1.3.2.2.UE主導の第2のアクセスを介したPDUセッション確立手続き例]
　図18を用いて、UE_A10が主導して第2のアクセスを介したPDUセッション確立手続きを実
行する手順の例を説明する。以下、本手続きの各ステップについて説明する。まず、UE_A
10は、アクセスネットワーク、及び/又はコアネットワーク_A90との間でセキュリティア
ソシエーションを確立するための手続きを実行する(S2300)。なお、UE_A10は、ネットワ
ークとの間のセキュリティアソシエーションが既に確立されている場合、セキュリティア
ソシエーション手続きを詳細してもよい。
【０２６５】
　次に、UE_A10は、アクセスネットワークの装置に対して制御メッセージを送信する。具
体的には、UE_A10は、接続先のアクセスネットワークが第2のアクセス、及び/又はWLAN A
Na70の場合、TWAG_A74にPDUセッション確立要求メッセージを送信する(S2302)。また、UE
_A10は、接続先のアクセスネットワークが第2のアクセス、及び/又はWLAN ANb75の場合、
ePDG_A65にIKE_AUTH要求メッセージを送信する(S2302)。
【０２６６】
　なお、本手続きは、第2のアクセスを介したUE主導のPDUセッション確立手続き例であっ
てよい。ここで、UE_A10は、PDUセッション確立要求メッセージ、及び/又はIKE_AUTH要求
メッセージに、少なくとも第1の識別情報、第2の識別情報、第3の識別情報、第7の識別情
報、第8の識別情報、第13の識別情報、第14の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めても
よいし、これらの識別情報を含めることで、マルチアクセスセッションを確立することを
要求してもよい。
【０２６７】
　さらに、各装置は、第1の識別情報、第2の識別情報、第3の識別情報、第7の識別情報、
第8の識別情報、第13の識別情報、第14の識別情報の内1つ以上の識別情報を送受信するこ
とで、上述したUE主導のPDUセッション確立手続き例での各装置の動作と同様の動作を行
ってもよい。
【０２６８】
　さらに、UE_A10は、既にマルチアクセスセッションを確立している場合、PDUセッショ
ン確立要求メッセージ、及び/又はIKE_AUTH要求メッセージに、初期要求(initial reques
t)ではないことを示す情報、及び/又はマルチアクセスセッションで使用されているAPNを
含めることで、既に確立しているマルチアクセスセッションに対して第2のアクセスを介
した通信路を加えることを要求してもよい。なお、初期要求ではないことを示す情報は、
ハンドオーバーであることを示す情報であってもよい。
【０２６９】
　逆に、UE_A10は、PDUセッション確立要求メッセージ、及び/又はIKE_AUTH要求メッセー
ジに、初期要求(initial request)であることを示す情報を含めて送信してもよいし、こ
れらの識別情報を含めることで、新たなマルチアクセスセッションを、第2のアクセスを
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介して確立することを要求してもよい。
【０２７０】
　UE_A10の接続先が第2のアクセス、及び/又はWLAN ANa70の場合、TWAG_A74は、PDUセッ
ション確立要求メッセージを受信し、第1の条件を判別する。また、UE_A10の接続先が第2
のアクセス、及び/又はWLAN ANb75の場合、ePDG_A65は、IKE_AUTH要求メッセージを受信
し、第1の条件を判別する。TWAG_A74、及び/又はePDG_A65は、第1の条件が真の場合、本
手続き中の(A)の手続きを開始し、第1の条件が偽の場合、本手続き中の(B)の手続きを開
始する。
【０２７１】
　以下、本手続き中の(A)の手続きの各ステップを説明する。TWAG_A74、及び/又はePDG_A
65は、セッション生成要求メッセージをPGW_A30に送信し、本手続き中の(A)の手続きを開
始する(S2304)。さらに、PGW_A30は、セッション生成要求メッセージを受信し、第3の条
件を判別する。
【０２７２】
　ここで、TWAG_A74、及び/又はePDG_A65は、セッション生成要求メッセージに第1の識別
情報、第2の識別情報、第3の識別情報、第7の識別情報、第8の識別情報、第13の識別情報
、第14の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、初期要求であるか否かを示
す情報、及び/又はAPNを含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要
求を伝達してもよい。
【０２７３】
　また、第3の条件判別は、上述したUE主導のPDUセッション確立手続き例と同様に、PGW_
A30ではなく、PCRF_A60が実施してもよい。従って、ここでの説明は詳細する。
【０２７４】
　第3の条件が真の場合には、PGW_A30は、セッション生成要求メッセージの送信元に対し
て、セッション生成応答メッセージを送信する(S2306)。さらに、セッション生成要求メ
ッセージの送信元は、セッション生成応答メッセージを受信する。なお、セッション生成
要求メッセージの送信元とは、TWAG_A74であってもよいし、ePDG_A65であってもよい。
【０２７５】
　また、PGW_A30は、セッション生成応答メッセージに、第4の識別情報、第5の識別情報
、第6の識別情報、第9の識別情報、第10の識別情報、第15の識別情報、第16の識別情報の
内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、APN、及び/又はIPアドレスを含めてもよいし、
これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が許可されたことを示してしてもよい。
【０２７６】
　第3の条件が偽の場合には、セッション生成要求メッセージの送信元に対して、セッシ
ョン生成拒絶メッセージを送信する(S2306)。さらに、セッション生成要求メッセージの
送信元は、セッション生成拒絶メッセージを受信する。なお、セッション生成拒絶メッセ
ージは、拒絶理由を含むセッション生成応答メッセージであってもよい。
【０２７７】
　また、PGW_A30は、セッション生成拒絶メッセージに、第11の識別情報、第12の識別情
報、第17の識別情報、第18の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、これら
の識別情報を含めることで、UE_A10の要求が拒絶されたことを示してしてもよい。
【０２７８】
　なお、第3の条件判別は、PGW_A30、及び/又はPCRF_A60が、UE_A10の要求を受諾するか
否かを判別する為のものである。第3の条件判別は、上述したUE主導のPDUセッション確立
手続き例と同様であってもよい。従って、ここでの説明は省略する。
【０２７９】
　次に、TWAG_A74は、セッション生成応答メッセージを受信した場合、UE_A10にPDUセッ
ション確立受諾メッセージを送信する(S2308)。又は、ePDG_A65は、セッション生成応答
メッセージを受信した場合、UE_A10にIKE_AUTH応答メッセージを送信する(S2308)。なお
、TWAG_A74、及び/又はePDG_A65は、セッション生成拒絶メッセージを受信した場合、本
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手続き中の(A)の手続きを続けず、本手続き中の(B)の手続きを開始してもよい。
【０２８０】
　ここで、TWAG_A74は、PDUセッション確立受諾メッセージに、少なくとも第4の識別情報
、第5の識別情報、第6の識別情報、第9の識別情報、第10の識別情報、第15の識別情報、
第16の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、APN、及び/又はIPアドレスを
含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が受諾されたことを示
してしてもよいし、マルチアクセスセッションの確立を許可することを示してもよい。
【０２８１】
　また、ePDG_A65は、IKE_AUTH応答メッセージに、少なくとも第4の識別情報、第5の識別
情報、第6の識別情報、第9の識別情報、第10の識別情報、第15の識別情報、第16の識別情
報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、APN、及び/又はIPアドレスを含めてもよい
し、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が受諾されたことを示してしてもよ
いし、マルチアクセスセッションの確立を許可することを示してもよい。
【０２８２】
　さらに、各装置は、第4の識別情報、第5の識別情報、第6の識別情報、第9の識別情報、
第10の識別情報、第15の識別情報、第16の識別情報の内1つ以上の識別情報を送受信する
ことで、上述したUE主導のPDUセッション確立手続き例での各装置の動作と同様の動作を
行ってもよい。
【０２８３】
　また、各装置は本手続きの開始前に既に確立しているマルチアクセスセッションと同じ
APN、及び/又はIPアドレスを送受信することで、前記マルチアクセスセッションに第2の
アクセスを介した通信路が追加されたことを示してしてもよい。逆に、各装置は、新たな
APN、及び/又はIPアドレスを送受信することで、第2のアクセスを介した新たなマルチア
クセスセッションが確立されたことを示してしてもよい。
【０２８４】
　UE_A10は、PDUセッション確立受諾メッセージ、及び/又はIKE_AUTH応答メッセージを受
信し、本手続き中の(A)の手続きを完了する。
【０２８５】
　次に、本手続き中の(B)の手続きの各ステップを説明する。TWAG_A74は、PDUセッション
確立要求メッセージ、及び/又はセッション生成拒絶メッセージを受信した場合、UE_A10
にPDUセッション確立拒絶メッセージを送信する(S2310)。又は、ePDG_A65は、IKE_AUTH要
求メッセージ、及び/又はセッション生成拒絶メッセージを受信した場合、UE_A10にIKE_A
UTH応答メッセージを送信する(S2310)。
【０２８６】
　また、TWAG_A74は、PDUセッション確立拒絶メッセージに、第11の識別情報、第12の識
別情報、第17の識別情報、第18の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、こ
れらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が拒絶されたことを示してしてもよいし、
接続先のネットワークがマルチアクセスセッションの確立をサポートしていないことを示
してもよいし、マルチアクセスセッションの確立を許可しないことを示してもよい。
【０２８７】
　また、ePDG_A65は、IKE_AUTH応答メッセージに、第11の識別情報、第12の識別情報、第
17の識別情報、第18の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、これらの識別
情報を含めることで、UE_A10の要求が拒絶されたことを示してしてもよいし、接続先のネ
ットワークがマルチアクセスセッションの確立をサポートしていないことを示してもよい
し、マルチアクセスセッションの確立を許可しないことを示してもよい。
【０２８８】
　さらに、各装置は、第11の識別情報、第12の識別情報、第17の識別情報、第18の識別情
報の内1つ以上の識別情報を送受信することで、上述したUE主導のPDUセッション確立手続
き例での各装置の動作と同様の動作を行ってもよい。
【０２８９】
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　UE_A10は、PDUセッション確立拒絶メッセージ、及び/又はIKE_AUTH応答メッセージを受
信し、本手続き中の(B)の手続きを完了する。
【０２９０】
　各装置は、本手続き中の(A)、又は(B)の手続きの完了に基づいて、本手続きを完了する
。なお、各装置は、本手続き中の(A)の手続きの完了に基づいて、PDUセッションが確立さ
れた状態に遷移してもよいし、本手続き中の(B)の手続きの完了に基づいて、本手続きが
拒絶されたことを認識してもよい。
【０２９１】
　さらに、各装置は、本手続きの完了に基づいて、上述したUE主導のPDUセッション確立
手続き例での各装置の動作と同様の動作を行ってもよい。また、各装置は、本手続きの完
了に基づいて、本手続きの開始前に既に確立されているマルチアクセスセッションに第2
のアクセスを介した通信路が追加されたのか、第2のアクセスを介した新たなマルチアク
セスセッションが確立されたのかを判断してもよい。
【０２９２】
　例えば、各装置は、既に確立されているマルチアクセスセッションと同じAPN、及び/又
はIPアドレスを送受信した場合、既に確立されているマルチアクセスセッションに第2の
アクセスを介した通信路が追加されたことを認識してもよい。また、各装置は、既に確立
されているマルチアクセスセッションとは異なるAPN、及び/又はIPアドレスを送受信した
場合、第2のアクセスを介した新たなマルチアクセスセッションが確立されたことを認識
してもよい。
【０２９３】
　また、第1の条件判別、及び/又は第3の条件判別は、上述したUE主導のPDUセッション確
立手続き例と同様であってよい。
【０２９４】
　[1.3.3.アタッチ手続き例]
　図16を用いて、アタッチ手続きを実行する手順の例を説明する。以下、本手続きの各ス
テップについて説明する。まず、UE_A10は、eNB_A45を介してMME_A40にアタッチ要求メッ
セージを送信し、アタッチ手続きを開始する(S2100)。UE_A10は、アタッチ要求メッセー
ジに、前述したPDUセッション確立要求メッセージを含めて送信してもよいし、PDUセッシ
ョン確立要求メッセージを含めることで、アタッチ手続き中でPDUセッション確立手続き
を実施することを要求してもよい。
【０２９５】
　なお、本手続きは、第1のアクセスを介したアタッチ手続き例であってよい。ここで、U
E_A10は、アタッチ要求メッセージに、少なくとも第1の識別情報、第2の識別情報、第3の
識別情報、第7の識別情報、第8の識別情報、第13の識別情報、第14の識別情報の内1つ以
上の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、マルチアクセスセッ
ションの確立をUE_A10がサポートすることを示してもよい。
【０２９６】
　さらに、各装置は、に第1の識別情報、及び/又は第2の識別情報、及び/又は第7の識別
情報、及び/又は第13の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセスセッ
ションの確立をUE_A10がサポートすることを示してもよいし、Access Traffic Switching
を用いた通信をUE_A10がサポートすることを示してもよいし、NBIFOMを用いた通信をUE_A
10がサポートすることを示してもよい。
【０２９７】
　さらに、各装置は、に第1の識別情報、及び/又は第2の識別情報、及び/又は第7の識別
情報、及び/又は第13の識別情報を送受信することで、UE_A10がAccess Traffic Switchin
gをサポートすることを示してもよいし、Access Traffic SwitchingをサポートしたPDUセ
ッションの確立をUE_A10がサポートすることを示してもよい。
【０２９８】
　さらに、各装置は、に第13の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアク



(42) JP 2019-149588 A 2019.9.5

10

20

30

40

50

セスセッションを用いた通信が可能なアクセス、及び/又はUE_A10が設定可能な第1のタイ
プのマルチアクセスセッションに対応するルーティングルールを示してもよい。
【０２９９】
　また、各装置は、に第1の識別情報、及び/又は第3の識別情報、及び/又は第8の識別情
報、及び/又は第14の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセスセッシ
ョンの確立をUE_A10がサポートすることを示してもよいし、Access Traffic Splittingを
用いた通信をUE_A10がサポートすることを示してもよい。
【０３００】
　さらに、各装置は、に第1の識別情報、及び/又は第3の識別情報、及び/又は第8の識別
情報、及び/又は第14の識別情報を送受信することで、UE_A10がAccess Traffic Splittin
gをサポートすることを示してもよいし、Access Traffic SplittingをサポートしたPDUセ
ッションの確立をUE_A10がサポートすることを示してもよい。
【０３０１】
　さらに、各装置は、に第14の識別情報を送受信することで、各フローに対して、Access
 Traffic Splittingの機能を実行できる否かを示してもよいし、UE_A10が設定可能な第2
のタイプのマルチアクセスセッションに対応するルーティングルールを示してもよい。
【０３０２】
　なお、UE_A10は、これらの識別情報を、アタッチ要求とは異なる制御メッセージに含め
て送信してもよい。例えば、UE_A10は、ESM(EPS Session Management)情報要求メッセー
ジへの応答メッセージであるESM情報応答メッセージ(S2102)に、これらの識別情報を含め
て送信してもよい。
【０３０３】
　MME_A40は、アタッチ要求メッセージ、及び/又はESM情報応答メッセージを受信し、第1
の条件を判別する。MME_A40は、第1の条件が真の場合、本手続き中の(A)の手続きを開始
し、第1の条件が偽の場合、本手続き中の(B)の手続きを開始する。
【０３０４】
　以下、本手続き中の(A)の手続きの各ステップを説明する。MME_A40は、第4の条件を判
別し、本手続き中の(A)の手続きを開始する。MME_A40は、UE主導のPDUセッション確立手
続き中の(C)の手続きを、第4の条件が真の場合には開始し、第4の条件が偽の場合には省
略する(S2104)。さらに、MME_A40は、アタッチ要求メッセージの受信、及び/又はセッシ
ョン生成応答メッセージの受信に基づいて、eNB_A45にアタッチ受諾メッセージを送信す
る(S2106)。なお、MME_A40は、セッション生成拒絶メッセージを受信した場合、本手続き
中の(A)の手続きを続けず、本手続き中の(B)の手続きを開始してもよい。
【０３０５】
　eNB_A45は、アタッチ受諾メッセージを受信し、UE_A10にRRCコネクション再設定要求メ
ッセージ、及び/又はアタッチ受諾メッセージを送信する(S2108)。なお、アタッチ受諾メ
ッセージは、RRCコネクション再設定要求メッセージに含まれて送受信されてもよい。さ
らに、第4の条件が真の場合、MME_A40は、アタッチ受諾メッセージに、前述したPDUセッ
ション確立受諾メッセージを含めて送信してもよいし、PDUセッション確立受諾メッセー
ジを含めることで、PDUセッション確立手続きが受諾されたことを示してもよい。
【０３０６】
　ここで、MME_A40は、アタッチ受諾メッセージに、少なくとも第4の識別情報、第5の識
別情報、第6の識別情報、第9の識別情報、第10の識別情報、第15の識別情報、第16の識別
情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、APN、及び/又はIPアドレスを含めてもよ
いし、これらの識別情報を含めることで、UE_A10の要求が受諾されたことを示してしても
よいし、マルチアクセスセッションの確立を許可することを示してもよい。
【０３０７】
　さらに、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第5の識別情報、及び/又は第9の識別情
報、及び/又は第15の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセスセッシ
ョンの確立をネットワークがサポートすることを示してしてもよいし、Access Traffic S
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witchingを用いた通信をネットワークがサポートすることを示してもよいし、NBIFOMを用
いた通信をネットワークがサポートすることを示してもよい。
【０３０８】
　また、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第5の識別情報、及び/又は第9の識別情報
、及び/又は第15の識別情報を送受信することで、ネットワークがAccess Traffic Switch
ingをサポートすることを示してしてもよいし、Access Traffic Switchingをサポートし
たPDUセッションの確立をネットワークがサポートすることを示してもよい。
【０３０９】
　さらに、各装置は、第15の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いた通信が可能なアクセスを示してもよいし、ネットワークが設定可能
な第1のタイプのマルチアクセスセッションに対応するルーティングルールを示してもよ
い。
【０３１０】
　また、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第6の識別情報、及び/又は第10の識別情報
、及び/又は第16の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセスセッショ
ンの確立をネットワークがサポートすることを示してもよいし、Access Traffic Splitti
ngを用いた通信をネットワークがサポートすることを示してもよい。
【０３１１】
　また、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第6の識別情報、及び/又は第10の識別情報
、及び/又は第16の識別情報を送受信することで、ネットワークがAccess Traffic Splitt
ingをサポートすることを示してしてもよいし、Access Traffic Splittingをサポートし
たPDUセッションの確立をネットワークがサポートすることを示してもよい。
【０３１２】
　さらに、各装置は、第16の識別情報を送受信することで、各フローに対して、Access T
raffic Splittingの機能を実行することができるか否かを示してもよいし、ネットワーク
が設定可能な第2のタイプのマルチアクセスセッションに対応するルーティングルールを
示してしてもよい。
【０３１３】
　ここで、第1から第3の条件判別は、UE主導のPDUセッション確立手続き中の第1から第3
の条件判別と同じであってよい。また、第4の条件判別は、MME_A40が、PDUセッション確
立手続きを実施するか否かを判別する為のものである。第4の条件が真とは、PDUセッショ
ン確立要求メッセージを受信した場合であり、本手続き中でUE主導のPDUセッション確立
手続きも実行する場合であってよい。さらに、第4の条件が偽とは、PDUセッション確立要
求メッセージを受信しなかった場合であり、本手続き中でUE主導のPDUセッション確立手
続きも実行しない場合であってよいし、第4の条件を真と判断しなかった場合であってよ
い。
【０３１４】
　RRCコネクション再設定要求メッセージを受信した場合、UE_A10はeNB_A45にRRCコネク
ション再設定要求メッセージを送信する(S2110)。eNB_A45は、RRCコネクション再設定要
求メッセージを受信し、MME_A40にベアラ設定メッセージを送信する(S2112)。さらに、MM
E_A40は、ベアラ設定メッセージを受信する。
【０３１５】
　アタッチ受諾メッセージを受信した場合、UE_A10はeNB_A45を介してMME_A40にアタッチ
完了メッセージを送信する(S2114)(S2116)。さらに、MME_A40は、アタッチ完了メッセー
ジを受信する。さらに、第4の条件が真の場合、MME_A40は、UE主導のPDUセッション確立
手続き中の(D)手続きを開始する(S2118)。各装置は、アタッチ完了メッセージの送受信、
及び/又はUE主導のPDUセッション確立手続き中の(D)手続きの完了に基づき、本手続き中
の(A)の手続きを完了する。
【０３１６】
　なお、UE_A10は、PDUセッション確立受諾メッセージを受信した場合、アタッチ完了メ
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ッセージに、前述したPDUセッション確立完了メッセージを含めて送信してもよいし、PDU
セッション確立完了メッセージを含めることで、PDUセッション確立手続きを完了するこ
とを示してもよい。
【０３１７】
　次に、本手続き中の(B)の手続きの各ステップを説明する。MME_A40は、eNB_A45を介し
てUE_A10にアタッチ拒絶メッセージを送信し、本手続き中の(B)の手続きを開始する(S212
0)。さらに、UE_A10はアタッチ拒絶メッセージを受信し、UE_A10の要求が拒絶されたこと
を認識する。各装置は、アタッチ拒絶メッセージの送受信に基づき、本手続き中の(B)の
手続きを完了する。なお、第4の条件が真の場合、MME_A40は、アタッチ拒絶メッセージに
、前述したPDUセッション確立拒絶メッセージを含めて送信してもよいし、PDUセッション
確立拒絶メッセージを含めることで、PDUセッション確立手続きが拒絶されたことを示し
てもよい。
【０３１８】
　また、MME_A40は、アタッチ拒絶メッセージに、第11の識別情報、第12の識別情報、第1
7の識別情報、第18の識別情報の内1つ以上の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情
報を含めることで、UE_A10の要求が拒絶されたことを示してしてもよいし、接続先のネッ
トワークがマルチアクセスセッションの確立をサポートしていないことを示してもよいし
、マルチアクセスセッションの確立を許可しないことを示してもよい。
【０３１９】
　さらに、各装置は、第11の識別情報、及び/又は第17の識別情報を送受信することで、
第1のタイプのマルチアクセスセッションの確立をネットワークがサポートしないことを
示してしてもよいし、Access Traffic Switchingを用いた通信をネットワークがサポート
しないことを示してもよいし、NBIFOMを用いた通信をネットワークがサポートしないこと
を示してもよいし、各要求が拒絶された理由を通知してもよい。
【０３２０】
　また、各装置は、第12の識別情報、及び/又は第18の識別情報を送受信することで、第2
のタイプのマルチアクセスセッションの確立をネットワークがサポートしないことを示し
てもよいし、Access Traffic Splittingを用いた通信をネットワークがサポートしないこ
とを示してもよいし、各要求が拒絶された理由を通知してもよい。
【０３２１】
　各装置は、本手続き中の(A)、又は(B)の手続きの完了に基づいて、本手続きを完了する
。なお、各装置は、本手続き中の(A)の手続きの完了に基づいて、UE_A10がネットワーク
に接続した状態、及び/又は登録状態に遷移してもよいし、本手続き中の(B)の手続きの完
了に基づいて、本手続きが拒絶されたことを認識してもよい。また、各装置の各状態への
遷移は、本手続きの完了に基づいて行われてもよく、PDUセッションの確立に基づいて行
われてもよい。
【０３２２】
　さらに、各装置は、本手続きの完了に基づいて、マルチアクセスセッションの確立が可
能であると判断してもよい。言い換えると、各装置は、マルチアクセスセッションを第4
の識別情報、第5の識別情報、第6の識別情報、第9の識別情報、第10の識別情報、第15の
識別情報、第16の識別情報の内1つ以上の識別情報を送受信した場合は確立が可能である
と判断してもよく、第11の識別情報、第12の識別情報、第17の識別情報、第18の識別情報
の内1つ以上の識別情報を送受信した場合は確立が可能ではないと判断してもよい。さら
に、各装置は、マルチアクセスセッションの確立が可能であると判断することで、第１の
アクセスを介した通信路と第2のアクセスを介した通信路を用いた通信を実行可能にする
ことができる判断してもよい。
【０３２３】
　さらに、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第5の識別情報、及び/又は第9の識別情
報、及び/又は第15の識別情報を送受信した場合、第1のタイプのマルチアクセスセッショ
ンの確立が可能であると判断してもよいし、Access Traffic SwitchingをサポートしたPD
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Uセッションの確立が可能であると判断してもよい。さらに、各装置は、第4の識別情報、
及び/又は第5の識別情報、及び/又は第9の識別情報、及び/又は第15の識別情報を送受信
した場合、Access Traffic Switching、及び/又はNBIFOMが適応可能であるPDUセッション
を確立することができると認識してもよい。
【０３２４】
　また、各装置は、第4の識別情報、及び/又は第6の識別情報、及び/又は第10の識別情報
、及び/又は第16の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセスセッション
の確立が可能であると判断してもよいし、Access Traffic SplittingをサポートしたPDU
セッションの確立が可能であると判断してもよい。さらに、各装置は、第4の識別情報、
及び/又は第6の識別情報、及び/又は第10の識別情報、及び/又は第16の識別情報を送受信
した場合、Access Traffic Splittingが適応可能であるPDUセッションを確立することが
できると認識してもよい。
【０３２５】
　さらに、各装置は、第15の識別情報を送受信した場合、第1のタイプのマルチアクセス
セッションで利用可能なアクセス、及び/又はルーティングルールを認識、記憶してもよ
い。さらに、各装置は、第16の識別情報を送受信した場合、送受信するユーザデータの各
フローに対してAccess Traffic Splittingの機能が実行可能か否かを示す情報、及び/又
は第2のタイプのマルチアクセスセッションで利用可能なルーティングルールを認識、記
憶してもよい。
【０３２６】
　さらに、各装置は、第11の識別情報、第12の識別情報、第17の識別情報、第18の識別情
報の内1つ以上の識別情報を送受信した場合、UE_A10の要求が拒絶された理由を認識して
もよい。さらに、各装置は、UE_A10の要求が拒絶された理由に基づいて、再度本手続きを
実施してもよい。
【０３２７】
　また、上述した第1から第4の条件判別は、アタッチ要求メッセージに含まれる識別情報
、及び/又は加入者情報、及び/又はオペレータポリシーに基づいて実行されてもよい。ま
た、第1から第4の条件の真偽が決まる条件は上述した条件に限らなくてもよい。
【０３２８】
　例えば、また、第1の条件判別、及び/又は第3の条件判別は、上述したUE主導のPDUセッ
ション確立手続き例と同様であってよい。
【０３２９】
　[1.3.3.1. 第2のアクセスを介したアタッチ手続き例]
　次に、第2のアクセスを介したアタッチ手続きの実行例について説明する。なお、本手
続きは、上述した、UE主導の第2のアクセスを介したPDUセッション確立手続き例と同様で
あってよい。従って、ここでの説明は省略する。
【０３３０】
　[1.3.4.ルーティングルール更新手続き例]
　次に、ルーティングルール更新手続きの例について説明する。本手続きは、マルチアク
セスセッションのためのルーティングルールを更新するための手続きである。各装置は、
UE_A10が、複数のアクセスネットワークを介してコアネットワーク_A90に接続している状
態、及び/又はマルチアクセスセッションを確立している状態であれば、任意のタイミン
グで本手続きを実行することができる。言い換えると、各装置は、第1の状態において、
本手続きを開始することができる。なお、本手続きの完了により、各装置は、マルチアク
セスセッションにおいてAccess Traffic Switching を許可する状態になってもよいし、A
ccess Traffic Splittingを許可する状態になってもよい。
【０３３１】
　また、本手続きはUE_A10が主導して実行してもよいし、ネットワークが主導して実行し
てもよい。例えば、ネットワークが加入者情報やオペレータポリシーの変更の検知に基づ
いて、ネットワーク主導の本手続きを実行してもよいし、UE_A10からの制御メッセージの
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受信に基づいて、ネットワーク主導の本手続きを実行してもよい。また、UE_A10が自身の
設定、及び/又は状態変化を検知して、UE_A10主導の本手続きを実行してもよい。
【０３３２】
　また、本手続きは、第1のアクセスを介した手続きであってもよいし、第2のアクセスを
介した手続きであってもよい。例えば、各装置は、第1のアクセスに関連付けられたルー
ティングルール、及び/又は各種設定を変更する場合は、第1のアクセスを介して本手続き
を実行すればよいし、第2のアクセスに関連付けられたルーティングルール、及び/又は各
種設定を変更する場合は、第2のアクセスを介して本手続きを実行すればよい。
【０３３３】
　[1.3.4.1.ネットワーク主導のルーティングルール更新手続き例]
　図19を用いて、ネットワークが主導してルーティングルール更新手続きを実行する手順
の例を説明する。以下、本手続きの各ステップについて説明する。まず、PCRF_A60は、PG
W_A30との間で、IP-CANセッション更新手続きを開始する(S2400)。より具体的には、PCRF
_A60は、PGW_A30にIP-CANセッション更新手続き中の要求メッセージを送信する。さらに
、PGW_A30は、IP-CANセッション更新手続き中の要求メッセージを受信する。
【０３３４】
　ここで、PCRF_A60は、IP-CANセッション確立手続き中の要求メッセージに、少なくとも
第19の識別情報、及び/又は第20の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含め
ることで、ルーティングルールを更新することを要求してもよい。
【０３３５】
　次に、PGW_A30は、本手続き中の(C)の手続きを開始する。以下、本手続き中の(C)の手
続きの各ステップを説明する。PGW_A30は、SGW_A35、及び/又はTWAG_A74、及び/又はePDG
_A65にベアラ更新要求メッセージを送信し、本手続き中の(C)を開始する(S2402)。さらに
、SGW_A35、及び/又はTWAG_A74、及び/又はePDG_A65は、ベアラ更新要求メッセージを受
信する。なお、PGW_A30は、SGW_A35、及び/又はTWAG_A74、及び/又はePDG_A65の選択を、
後述する受信したベアラリソースコマンドメッセージに基づいて実施してもよいし、PGW_
A30が保持しているマルチアクセスセッションのためのコンテキストに基づいて実施して
もよい。
【０３３６】
　ここで、PGW_A30、及び/又はSGW_A35は、ベアラ更新要求メッセージに、少なくとも第1
9の識別情報、及び/又は第20の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めるこ
とで、ルーティングルールを更新することを要求してもよい。
【０３３７】
　次に、SGW_A35がベアラ更新要求メッセージを受信した場合、SGW_A35は、MME_A40にベ
アラ更新要求メッセージを送信する(S2402)。さらに、MME_A40は、ベアラ更新要求メッセ
ージを受信し、UE_A10にEPSベアラコンテキスト変更要求メッセージを送信する(S2404)。
また、TWAG_A74がベアラ更新要求メッセージを受信した場合、TWAG_A74は、UE_A10にPDN
変更要求メッセージを送信する(S2404)。また、ePDG_A65がベアラ更新要求メッセージを
受信した場合、UE_A10にINFORMATIONAL要求メッセージを送信する(S2404)。なお、EPSベ
アラコンテキスト変更要求メッセージ、及び/又はPDN変更要求メッセージ、及び/又はINF
ORMATIONAL要求メッセージは、ルーティングルール更新要求メッセージであってもよい。
【０３３８】
　ここで、MME_A40は、EPSベアラコンテキスト変更要求メッセージに、少なくとも第19の
識別情報、及び/又は第20の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めること
で、ルーティングルールを更新することを要求してもよい。
【０３３９】
　また、TWAG_A74は、PDN変更要求メッセージに、少なくとも第19の識別情報、及び/又は
第20の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルー
ルを更新することを要求してもよい。
【０３４０】
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　また、ePDG_A65は、INFORMATIONAL要求メッセージに、少なくとも第19の識別情報、及
び/又は第20の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティ
ングルールを更新することを要求してもよい。
【０３４１】
　さらに、各装置は、第19の識別情報を送受信することで、マルチアクセスセッションに
対してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能を実行することを要求
してもよい。
【０３４２】
　また、各装置は、第19の識別情報を送受信することで、第１のタイプのマルチアクセス
セッションを用いた通信を行うためのアクセスを設定又は変更することを要求してもよい
し、設定又は変更後のアクセスの種類を示してもよい。なお、設定又は変更されるアクセ
スは、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信可能な、一又は複数のフロ
ーの通信に用いられるアクセスであってもよい。
【０３４３】
　また、各装置は、第19の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更を要求してもよいし、第1の
タイプのマルチアクセスセッションに対応づけるルーティングルールを示してもよい。
【０３４４】
　さらに、各装置は、第20の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic
 Splittingの機能を実行することを要求してもよいし、Access Traffic Splittingの機能
を停止することを要求してもよい。さらに、各装置は、第20の識別情報を送受信すること
で、どのフローの通信がAccess Traffic Splittingの機能を実行するかを示してもよい。
【０３４５】
　また、各装置は、第20の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更を要求してもよいし、第2の
タイプのマルチアクセスセッションに対応づけるルーティングルールを示してもよい。
【０３４６】
　次に、UE_A10は、EPSベアラコンテキスト変更要求メッセージ、及び/又はPDN変更要求
メッセージ、及び/又はINFORMATIONAL要求メッセージを受信し、第5の条件を判別する。U
E_A10は、第5の条件が真の場合、本手続き中の(A)の手続きを開始し、第5の条件が偽の場
合、本手続き中の(B)の手続きを開始する。
【０３４７】
　ここで、第5の条件判別は、UE_A10が、ネットワークの要求を受諾するか否かを判別す
る為のものである。第5の条件が真とは、ネットワークの要求を受諾する場合であり、ネ
ットワークの要求が許可される場合であってよい。さらに、第5の条件が偽とは、ネット
ワークの要求を拒否する場合であり、第5の条件を真と判断しなかった場合であってよい
。
【０３４８】
　より具体的には、第5の条件判別は、UE_A10が、ルーティングルール更新手続きの要求
を受諾するか否かを判別する為のものである。第5の条件が真とは、UE_A10がルーティン
グルールの更新を許可する場合であってもよく、第5の条件が偽とは、UE_A10がルーティ
ングルールの更新を許可しない場合であってもよい。
【０３４９】
　例えば、第5の条件は、ネットワークがルーティングルールの更新を要求し、UE_A10が
要求を許可する場合、真であってよい。また、第5の条件は、ネットワークがルーティン
グルールの更新を要求し、UE_A10が要求を許可しない場合、偽であってよい。さらに、第
5の条件は、UE_A10がルーティングルールの更新をサポートしていない場合、偽であって
もよい。
【０３５０】
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　より詳細には、第5の条件は、ネットワークが要求する、第1のタイプ、及び/又は第2の
タイプのルーティングルールの更新の要求が、受け入れられる場合は真であってもよく、
受け入れられない場合は偽であってもよい。
【０３５１】
　さらに、第5の条件は、ネットワークが要求する、マルチアクセスセッションで用いら
れるアクセスの種類、及び/又はルーティングルールが、受け入れられる場合は真であっ
てもよく、受け入れられない場合は偽であってもよい。
【０３５２】
　さらに、第5の条件は、ネットワークが要求する、Access Traffic Switchingの機能、
及び/又はNBIFOMの機能、及び/又はAccess Traffic Splittingの機能を有効にするか否か
の要求が、受け入れられる場合は真であってもよく、受け入られない場合は偽であっても
よい。
【０３５３】
　ここで、以下で本手続き中の(A)の手続きの各ステップを説明する。UE_A10は、制御メ
ッセージの受信元に対して、受諾のための応答メッセージを送信し、本手続き中の(A)の
手続きを開始する(S2406)。具体的には、UE_A10は、EPSベアラコンテキスト変更要求メッ
セージを受信した場合、MME_A40にEPSベアラコンテキスト変更受諾メッセージを送信する
(S2406)。さらに、MME_A40は、EPSベアラコンテキスト変更受諾メッセージを受信する。
また、UE_A10は、PDN変更要求メッセージを受信した場合、TWAG_A74にPDN変更受諾メッセ
ージを送信する(S2406)。さらに、TWAG_A74は、PDN変更受諾メッセージを受信する。また
、UE_A10は、INFORMATIONAL要求メッセージを受信した場合、ePDG_A65にINFORMATIONAL応
答メッセージを送信する(S2406)。さらに、ePDG_A65は、INFORMATIONAL応答メッセージを
受信する。なお、EPSベアラコンテキスト変更受諾メッセージ、及び/又はPDN変更受諾メ
ッセージ、及び/又はINFORMATIONAL応答メッセージは、ルーティングルール更新要求メッ
セージであってもよい。
【０３５４】
　ここで、UE_A10は、EPSベアラコンテキスト変更受諾メッセージ、及び/又はPDN変更受
諾メッセージ、及び/又はINFORMATIONAL応答メッセージに、第21の識別情報、及び/又は
第22の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルー
ルの更新を許可することを示してもよい。
【０３５５】
　さらに、各装置は、第21の識別情報を送受信することで、マルチアクセスセッションに
対してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能を実行することを示し
てもよい。
【０３５６】
　また、各装置は、第21の識別情報を送受信することで、第１のタイプのマルチアクセス
セッションを用いた通信を行うためのアクセスを設定又は変更することが許可されたこと
を示してもよいし、設定又は変更後のアクセスの種類を示してもよい。なお、設定又は変
更されるアクセスは、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信可能な、一
又は複数のフローの通信に用いられるアクセスであってもよい。
【０３５７】
　また、各装置は、第21の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更が許可されたことを示しても
よいし、第1のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけられたルーティングルール
を示してもよい。
【０３５８】
　さらに、各装置は、第22の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic
 Splittingの機能を実行することが許可されたことを示してもよいし、Access Traffic S
plittingの機能を停止することが許可されたことを示してもよい。さらに、各装置は、第
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22の識別情報を送受信することで、どのフローの通信にAccess Traffic Splittingの機能
が実行されるかを示してもよい。
【０３５９】
　また、各装置は、第22の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更が許可されたことを示しても
よいし、第2のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけられたルーティングルール
を示してもよい。
【０３６０】
　次に、MME_A40は、EPSベアラコンテキスト変更受諾メッセージを受信した場合、SGW_A3
5にベアラ更新応答メッセージを送信する(S2408)。さらに、SGW_A35は、ベアラ更新応答
メッセージを受信し、PGW_A30にベアラ更新応答メッセージを送信する(S2408)。また、TW
AG_A74は、PDN変更受諾メッセージを受信した場合、PGW_A30にベアラ更新応答メッセージ
を送信する(S2408)。また、ePDG_A65は、INFORMATIONAL応答メッセージを受信した場合、
PGW_A30にベアラ更新応答メッセージを送信する(S2408)。さらに、PGW_A30は、ベアラ更
新応答メッセージを受信する。各装置は、ベアラ更新応答メッセージの送受信に基づき、
本手続き中の(A)の手続きを完了する。
【０３６１】
　ここで、MME_A40、及び/又はSGW_A35、及び/又はTWAG_A74、及び/又はePDG_A65は、ベ
アラ更新応答メッセージに、少なくとも第21の識別情報、及び/又は第22の識別情報を含
めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルールの更新が許可され
たことを示してもよい。
【０３６２】
　次に、以下で本手続き中の(B)の手続きの各ステップを説明する。UE_A10は、制御メッ
セージの受信元に対して、拒絶のための応答メッセージを送信し、本手続き中の(B)の手
続きを開始する(S2410)。具体的には、UE_A10は、EPSベアラコンテキスト変更要求メッセ
ージを受信した場合、MME_A40にEPSベアラコンテキスト変更拒絶メッセージを送信する(S
2410)。さらに、MME_A40は、EPSベアラコンテキスト変更拒絶メッセージを受信する。ま
た、UE_A10は、PDN変更要求メッセージを受信した場合、TWAG_A74にPDN変更拒絶メッセー
ジを送信する(S2410)。さらに、TWAG_A74は、PDN変更拒絶メッセージを受信する。また、
UE_A10は、INFORMATIONAL要求メッセージを受信した場合、ePDG_A65にINFORMATIONAL応答
メッセージを送信する(S2410)。さらに、ePDG_A65は、INFORMATIONAL応答メッセージを受
信する。なお、EPSベアラコンテキスト変更拒絶メッセージ、及び/又はPDN変更拒絶メッ
セージ、及び/又はINFORMATIONAL要求メッセージは、ルーティングルール更新応答メッセ
ージであってもよい。
【０３６３】
　ここで、UE_A10は、EPSベアラコンテキスト変更拒絶メッセージ、及び/又はPDN変更拒
絶メッセージ、及び/又はINFORMATIONAL応答メッセージに、第23の識別情報、及び/又は
第24の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルー
ルの更新を許可することを示してもよい。
【０３６４】
　さらに、各装置は、第23の識別情報を送受信することで、マルチアクセスセッションに
対してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能の実行を許可しないこ
とを示してもよい。
【０３６５】
　また、各装置は、第23の識別情報を送受信することで、第１のタイプのマルチアクセス
セッションを用いた通信を行うためのアクセスを設定又は変更する要求が拒絶されたこと
を示してもよいし、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信可能な、一又
は複数のフローの通信に用いられるアクセスを設定又は変更する要求が拒絶されたことを
示してもよい。
【０３６６】
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　また、各装置は、第23の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更の要求が拒絶されたことを示
してもよいし、各要求が拒絶された理由を通知してもよい。
【０３６７】
　さらに、各装置は、第23の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いた通信を行うためのアクセスの設定又は変更が許可されなかったこと
を示してもよいし、第1のタイプのマルチアクセスセッションに対応するルーティングル
ールの設定又は変更が許可されなかったことを示してしてもよい。
【０３６８】
　さらに、各装置は、第24の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic
 Splittingの機能を実行する要求が拒絶されたことを示してもよいし、Access Traffic S
plittingの機能を停止する要求が拒絶されたことを示してもよい。さらに、各装置は、第
24の識別情報を送受信することで、どのフローの通信がAccess Traffic Splittingの機能
を実行しないかを示してもよい。
【０３６９】
　また、各装置は、第24の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更の要求が拒絶されたことを示
してもよいし、各要求が拒絶された理由を通知してもよい。
【０３７０】
　さらに、各装置は、第24の識別情報を送受信することで、各フローに対して、Access T
raffic Splittingの機能の実行が許可されないことを示してもよいし、第2のタイプのマ
ルチアクセスセッションに対応するルーティングルールの設定又は変更が許可されなかっ
たことを示してしてもよい。
【０３７１】
　次に、MME_A40は、EPSベアラコンテキスト変更拒絶メッセージを受信した場合、SGW_A3
5にベアラ更新拒絶メッセージを送信する(S2412)。さらに、SGW_A35は、ベアラ更新拒絶
メッセージを受信し、PGW_A30にベアラ更新拒絶メッセージを送信する(S2412)。また、TW
AG_A74は、PDN変更拒絶メッセージを受信した場合、PGW_A30にベアラ更新拒絶メッセージ
を送信する(S2412)。また、ePDG_A65は、INFORMATIONAL応答メッセージを受信した場合、
PGW_A30にベアラ更新拒絶メッセージを送信する(S2412)。さらに、PGW_A30は、ベアラ更
新拒絶メッセージを受信する。各装置は、ベアラ更新拒絶メッセージの送受信に基づき、
本手続き中の(B)の手続きを完了する。なお、ベアラ更新拒絶メッセージは、拒絶理由を
含むベアラ更新応答メッセージであってもよい。
【０３７２】
　ここで、MME_A40、及び/又はSGW_A35、及び/又はTWAG_A74、及び/又はePDG_A65は、ベ
アラ更新拒絶メッセージに、少なくとも第23の識別情報、及び/又は第24の識別情報を含
めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルールの更新が許可され
なかったことを示してもよい。
【０３７３】
　各装置は、本手続き中の(A)、及び/又は(B)の手続きの完了に基づいて、本手続き中の(
C)の手続きを完了する。PGW_A30は、本手続き中の(C)の手続きの完了に基づいて、IP-CAN
セッション更新手続きを終了する(S2414)。より具体的には、PGW_A30は、PCRF_A60にIP-C
ANセッション更新手続き中の応答メッセージを送信し、IP-CANセッション更新手続きを終
了する。さらに、PCRF_A60は、IP-CANセッション更新手続き中の応答メッセージを受信す
る。
【０３７４】
　ここで、PGW_A30は、IP-CANセッション確立手続き中の応答メッセージに、第21の識別
情報、及び/又は第22の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、
ルーティングルールの更新が許可されたことを示してもよい。
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【０３７５】
　また、PGW_A30は、IP-CANセッション確立手続き中の応答メッセージに、第23の識別情
報、及び/又は第24の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ル
ーティングルールの更新が許可されなかったことを示してもよい。
【０３７６】
　なお、確立しているマルチアクセスセッション、及び/又はPGW_A30がPCRF_A60を用いな
い場合、IP-CANセッション更新手続き(S2400)(S2414)は省略されてもよい。その場合、本
手続きは、PCRF_A60主導の手続きではなく、PGW_A30主導の手続きであってよく、PCRF_A6
0が担う役割を、PGW_A30が担ってもよい。
【０３７７】
　各装置は、本手続き中の(C)の手続きの完了、及び/又はIP-CANセッション更新手続きの
完了に基づいて、本手続きを完了する。なお、各装置は、本手続き中の(A)の手続きの完
了に基づいて、本手続きが受諾されたことを認識してもよいし、本手続き中の(B)の手続
きの完了に基づいて、本手続きが拒絶されたことを認識してもよい。
【０３７８】
　各装置は、本手続きの完了に基づいて、マルチアクセスセッションに対応するルーティ
ングルールを更新してもよいし、更新しなくてもよい。言い換えると、各装置は、第21の
識別情報、及び/又は第22の識別情報を受信した場合、マルチアクセスセッションに対応
するルーティングルールを更新してもよい。また、各装置は、第23の識別情報、及び/又
は第24の識別情報を受信した場合、マルチアクセスセッションに対応するルーティングル
ールを更新してもよい。
【０３７９】
　さらに、各装置は、第21の識別情報を送受信した場合、マルチアクセスセッションに対
してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能を実行してもよい。また
、各装置は、第21の識別情報を送受信した場合、第１のタイプのマルチアクセスセッショ
ンを用いた通信を行うためのアクセスが設定又は変更されたことを認識してもよいし、設
定又は変更後のアクセスを認識してもよい。
【０３８０】
　また、各装置は、第21の識別情報を送受信した場合、第1のタイプのマルチアクセスセ
ッションに対応づけたルーティングルールが設定又は変更されたことを認識してもよいし
、第1のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけられたルーティングルールを認識
、記憶してもよい。
【０３８１】
　さらに、各装置は、第22の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセス
セッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic S
plittingの機能を実行してもよいし、停止してもよい。さらに、各装置は、第22の識別情
報を送受信した場合、どのフローの通信にAccess Traffic Splittingの機能が適応可能か
を認識してもよい。
【０３８２】
　また、各装置は、第22の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセスセ
ッションに対応づけたルーティングルールが設定又は変更されたことを認識してもよいし
、第2のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけられたルーティングルールを認識
記憶してもよい。
【０３８３】
　さらに、各装置は、第23の識別情報を送受信した場合、マルチアクセスセッションに対
してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能の実行が可能ではないと
判断してもよいし、第１のタイプのマルチアクセスセッションを用いた通信を行うための
アクセスが設定又は変更されなかったことを認識してもよい。
【０３８４】
　また、各装置は、第23の識別情報を送受信した場合、第1のタイプのマルチアクセスセ
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ッションに対応づけたルーティングルールが設定又は変更されなかったことを認識しても
よい。
【０３８５】
　さらに、各装置は、第24の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセス
セッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic S
plittingの機能を実行、又は停止ができないと判断してもよいし、どのフローの通信にAc
cess Traffic Splittingの機能が適応可能でないかを認識してもよい。
【０３８６】
　また、各装置は、第24の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセスセ
ッションに対応づけたルーティングルールが設定又は変更されなかったことを認識しても
よい。
【０３８７】
　[1.3.4.2.UE主導のルーティングルール更新手続き例]
　図20を用いて、UE_A10が主導してルーティングルール更新手続きを実行する手順の例を
説明する。以下、本手続きの各ステップについて説明する。まず、UE_A10は、マルチアク
セスセッションを確立しているアクセスネットワーク内の装置、及び/又はコアネットワ
ーク_A90内の装置に対して制御メッセージを送信し、UE主導のルーティングルール更新手
続きを開始する(S2500)。
【０３８８】
　具体的には、マルチアクセスセッションが第1のアクセスを介して確立されている場合
、UE_A10は、MME_A40にベアラリソース変更要求メッセージを送信してもよい(S2500)。さ
らに、MME_A40は、ベアラリソース変更要求メッセージを受信してもよい。また、マルチ
アクセスセッションが第2のアクセス、及び/又はWLAN ANa70を介して確立されている場合
、UE_A10は、TWAG_A74にPDN変更指示メッセージを送信してもよい。さらに、TWAG_A74は
、PDN変更指示メッセージを受信してもよい。また、マルチアクセスセッションが第2のア
クセス、及び/又はWLAN ANb65を介して確立されている場合、ePDG_A65にINFORMATIONAL要
求メッセージを送信してもよい。さらに、ePDG_A65は、INFORMATIONAL要求メッセージを
受信し、UE_A10にINFORMATIONAL応答メッセージを送信してもよい。なお、ベアラリソー
ス変更要求メッセージ、及び/又はPDN変更指示メッセージ、及び/又はINFORMATIONAL要求
メッセージは、ルーティングルール更新要求メッセージであってもよい。
【０３８９】
　ここで、UE_A10は、ベアラリソース変更要求メッセージ、及び/又はPDN変更指示メッセ
ージ、及び/又はINFORMATIONAL要求メッセージに、第13の識別情報、及び/又は第14の識
別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルールを更新
することを要求してもよい。
【０３９０】
　さらに、各装置は、第13の識別情報を送受信することで、マルチアクセスセッションに
対してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能を実行することを要求
してもよい。
【０３９１】
　また、各装置は、第13の識別情報を送受信することで、第１のタイプのマルチアクセス
セッションを用いた通信を行うためのアクセスを設定又は変更することを要求してもよい
し、設定又は変更後のアクセスの種類を示してもよい。なお、設定又は変更されるアクセ
スは、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信可能な、一又は複数のフロ
ーの通信に用いられるアクセスであってもよい。
【０３９２】
　また、各装置は、第13の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更を要求してもよいし、第1の
タイプのマルチアクセスセッションに対応づけるルーティングルールを示してもよい。
【０３９３】
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　さらに、各装置は、第14の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic
 Splittingの機能を実行することを要求してもよいし、Access Traffic Splittingの機能
を停止することを要求してもよい。さらに、各装置は、第14の識別情報を送受信すること
で、どのフローの通信がAccess Traffic Splittingの機能を実行するかを示してもよい。
【０３９４】
　また、各装置は、第14の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更を要求してもよいし、第2の
タイプのマルチアクセスセッションに対応づけるルーティングルールを示してもよい。
【０３９５】
　次に、MME_A40は、ベアラリソース変更要求メッセージを受信した場合、SGW_A35にベア
ラリソースコマンドメッセージを送信する(S2504)。さらに、SGW_A35は、ベアラリソース
コマンドメッセージを受信し、PGW_A30にベアラリソースコマンドメッセージを送信する(
S2504)。また、TWAG_A74は、PDN変更指示メッセージを受信した場合、PGW_A30にベアラリ
ソースコマンドメッセージを送信する(S2504)。また、ePDG_A65は、INFORMATIONAL要求メ
ッセージを受信した場合、PGW_A30にベアラリソースコマンドメッセージを送信する(S250
4)。
【０３９６】
　ここで、MME_A40、及び/又はSGW_A35、及び/又はTWAG_A74、及び/又はePDG_A65は、ベ
アラリソースコマンドメッセージに、第13の識別情報、及び/又は第14の識別情報を含め
てもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルールを更新することを要
求してもよい。
【０３９７】
　PGW_A30は、ベアラリソースコマンドメッセージを受信し、PCRF_A60との間でIP-CANセ
ッション更新手続きを実行する(S2506)。具体的には、PGW_A30は、PCRF_A60にIP-CANセッ
ション更新手続き中の要求メッセージを送信する。さらに、PCRF_A60は、IP-CANセッショ
ン更新手続き中の要求メッセージを受信し、第6の条件を判別し、PGW_A30にIP-CANセッシ
ョン更新手続き中の応答メッセージを送信する。さらに、PGW_A30はIP-CANセッション更
新手続き中の応答メッセージを受信し、第6の条件判別の結果を認識する。
【０３９８】
　ここで、第6の条件判別は、ネットワークが、UE_A10の要求を受諾するか否かを判別す
る為のものである。第6の条件が真とは、UE_A10の要求を受諾する場合であり、UE_A10の
要求が許可される場合であってよい。さらに、第6の条件が偽とは、UE_A10の要求を拒否
する場合であり、第6の条件を真と判断しなかった場合であってよい。
【０３９９】
　例えば、第6の条件は、UE_A10がルーティングルールの更新を要求し、ネットワークが
要求を許可する場合、真であってよい。また、第6の条件は、UE_A10がルーティングルー
ルの更新を要求し、ネットワークが要求を許可しない場合、偽であってよい。さらに、第
6の条件は、UE_A10の接続先のネットワーク、及び/又はネットワーク内の装置がルーティ
ングルールの更新をサポートしていない場合、偽であってもよい。
【０４００】
　より詳細には、第6の条件は、UE_A10が要求する、第1のタイプ、及び/又は第2のタイプ
のルーティングルールの更新の要求が、受け入れられる場合は真であってもよく、受け入
れられない場合は偽であってもよい。
【０４０１】
　さらに、第6の条件は、UE_A10が要求する、マルチアクセスセッションで用いられるア
クセスの種類、及び/又はルーティングルールが、受け入れられる場合は真であってもよ
く、受け入れられない場合は偽であってもよい。
【０４０２】
　さらに、第6の条件は、UE_A10が要求する、Access Traffic Switchingの機能、及び/又
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はNBIFOMの機能、及び/又はAccess Traffic Splittingの機能を有効にするか否かの要求
が、受け入れられる場合は真であってもよく、受け入られない場合は偽であってもよい。
【０４０３】
　ここで、PGW_A30は、IP-CANセッション更新手続き中の要求メッセージに、第13の識別
情報、及び/又は第14の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、
ルーティングルールを更新することを要求してもよい。
【０４０４】
　さらに、PCRF_A60は、IP-CANセッション更新手続き中の応答メッセージに、少なくとも
第6の情報判別の結果を含めてもよいし、この結果を含めることで、第6の条件判別の結果
をPGW_A30に通知してもよい。
【０４０５】
　さらに、PCRF_A60は、IP-CANセッション更新手続き中の応答メッセージに、第15の識別
情報、及び/又は第16の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、
ルーティングルールの更新を許可することを示してもよい。
【０４０６】
　また、PCRF_A60は、IP-CANセッション更新手続き中の応答メッセージに、第17の識別情
報、及び/又は第18の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ル
ーティングルールの更新を許可しないことを示してもよい。
【０４０７】
　なお、確立しているマルチアクセスセッション、及び/又はPGW_A30がPCRF_A60を用いな
い場合、IP-CANセッション更新手続きは省略されてもよい。その場合、第6の条件判別は
、PCRF_A60ではなく、PGW_A30が実施してもよい。
【０４０８】
　次に、PGW_A30は、第6の条件が真の場合、本手続き中の(A)の手続きを開始し、第6の条
件が偽の場合本手続き中の(B)の手続きを開始する。ここで、本手続き中の(A)の手続きは
、ネットワーク主導のルーティングルール更新手続きの(C)の手続きと同様であってよい
。
【０４０９】
　なお、本手続き中の(A)の手続きでは、PGW_A30、及び/又はSGW_A35は、ベアラ変更要求
メッセージに、第15の識別情報、及び/又は第16の識別情報を含めてもよいし、これらの
識別情報を含めることで、ルーティングルールの更新が許可されたことを示してもよい。
【０４１０】
　また、MME_A40は、EPSベアラコンテキスト変更要求メッセージに、第15の識別情報、及
び/又は第16の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティ
ングルールの更新が許可されたことを示してもよい。
【０４１１】
　また、TWAG_A74は、PDN変更要求メッセージに、第15の識別情報、及び/又は第16の識別
情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルールの更新が
許可されたことを示してもよい。
【０４１２】
　また、ePDG_A65は、INFORMATIONAL要求メッセージに、第15の識別情報、及び/又は第16
の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルールの
更新が許可されたことを示してもよい。
【０４１３】
　さらに、各装置は、第15の識別情報を送受信することで、マルチアクセスセッションに
対してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能を実行することを示し
てもよい。
【０４１４】
　また、各装置は、第15の識別情報を送受信することで、第１のタイプのマルチアクセス
セッションを用いた通信を行うためのアクセスを設定又は変更することが許可されたこと
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を示してもよいし、設定又は変更後のアクセスの種類を示してもよい。なお、設定又は変
更されるアクセスは、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信可能な、一
又は複数のフローの通信に用いられるアクセスであってもよい。
【０４１５】
　また、各装置は、第15の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更が許可されたことを示しても
よいし、第1のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけられたルーティングルール
を示してもよい。
【０４１６】
　さらに、各装置は、第16の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic
 Splittingの機能を実行することが許可されたことを示してもよいし、Access Traffic S
plittingの機能を停止することが許可されたことを示してもよい。さらに、各装置は、第
16の識別情報を送受信することで、どのフローの通信にAccess Traffic Splittingの機能
が実行されるかを示してもよい。
【０４１７】
　また、各装置は、第16の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更が許可されたことを示しても
よいし、第2のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけられたルーティングルール
を示してもよい。
【０４１８】
　なお、EPSベアラコンテキスト変更要求メッセージ、及び/又はPDN変更要求メッセージ
、及び/又はINFORMATIONAL要求メッセージは、ルーティングルール更新応答メッセージで
あってもよい。
【０４１９】
　次に、本手続き中の(B)の手続きの各ステップを説明する。PGW_A30は、ベアラリソース
コマンドメッセージの送信元にベアラ更新拒絶メッセージを送信し、本手続き中の(B)の
手続きを開始する(S2510)。より具体的には、PGW_A30は、SGW_A35、及び/又はTWAG_A74、
及び/又はePDG_A65にベアラ更新拒絶メッセージを送信する(S2510)。さらに、SGW_A35、
及び/又はTWAG_A74、及び/又はePDG_A65は、ベアラ更新拒絶メッセージを受信する。なお
、ベアラ更新拒絶メッセージは、拒絶理由を含むベアラ更新要求メッセージ、又はベアラ
更新応答メッセージであってもよい。
【０４２０】
　ここで、PGW_A30、及び/又はSGW_A35は、ベアラ更新拒絶メッセージに第17の識別情報
、及び/又は第18の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルー
ティングルールの更新が許可されなかったことを示してもよい。
【０４２１】
　次に、SGW_A35がベアラ更新拒絶メッセージを受信した場合、SGW_A35は、MME_A40にベ
アラ更新拒絶メッセージを送信する(S2510)。さらに、MME_A40は、ベアラ更新拒絶メッセ
ージを受信し、UE_A10にEPSベアラコンテキスト変更拒絶メッセージを送信する(S2512)。
また、TWAG_A74がベアラ更新拒絶メッセージを受信した場合、TWAG_A74は、UE_A10にPDN
変更拒絶メッセージを送信する(S2512)。また、ePDG_A65がベアラ更新拒絶メッセージを
受信した場合、UE_A10にINFORMATIONAL要求メッセージを送信する(S2512)。なお、EPSベ
アラコンテキスト変更拒絶メッセージ、及び/又はPDN変更拒絶メッセージ、及び/又はINF
ORMATIONAL要求メッセージは、ルーティングルール更新拒絶メッセージであってもよい。
【０４２２】
　ここで、MME_A40は、EPSベアラコンテキスト変更拒絶メッセージに、第17の識別情報、
及び/又は第18の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーテ
ィングルールの更新が許可されなかったことを示してもよい。
【０４２３】
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　また、TWAG_A74は、PDN変更拒絶メッセージに、第17の識別情報、及び/又は第18の識別
情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルールの更新が
許可されなかったことを示してもよい。
【０４２４】
　また、ePDG_A65は、INFORMATIONAL要求メッセージに、第17の識別情報、及び/又は第18
の識別情報を含めてもよいし、これらの識別情報を含めることで、ルーティングルールの
更新が許可されなかったことを示してもよい。
【０４２５】
　さらに、各装置は、第17の識別情報を送受信することで、マルチアクセスセッションに
対してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能の実行を許可しないこ
とを示してもよい。
【０４２６】
　また、各装置は、第17の識別情報を送受信することで、第１のタイプのマルチアクセス
セッションを用いた通信を行うためのアクセスを設定又は変更する要求が拒絶されたこと
を示してもよいし、第1のタイプのマルチアクセスセッションを用いて通信可能な、一又
は複数のフローの通信に用いられるアクセスを設定又は変更する要求が拒絶されたことを
示してもよい。
【０４２７】
　また、各装置は、第17の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更の要求が拒絶されたことを示
してもよいし、各要求が拒絶された理由を通知してもよい。
【０４２８】
　さらに、各装置は、第17の識別情報を送受信することで、第1のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いた通信を行うためのアクセスの設定又は変更が許可されなかったこと
を示してもよいし、第1のタイプのマルチアクセスセッションに対応するルーティングル
ールの設定又は変更が許可されなかったことを示してしてもよい。
【０４２９】
　さらに、各装置は、第18の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセ
スセッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic
 Splittingの機能を実行する要求が拒絶されたことを示してもよいし、Access Traffic S
plittingの機能を停止する要求が拒絶されたことを示してもよい。さらに、各装置は、第
18の識別情報を送受信することで、どのフローの通信がAccess Traffic Splittingの機能
を実行しないかを示してもよい。
【０４３０】
　また、各装置は、第18の識別情報を送受信することで、第2のタイプのマルチアクセス
セッションに対応づけたルーティングルールの設定又は変更の要求が拒絶されたことを示
してもよいし、各要求が拒絶された理由を通知してもよい。
【０４３１】
　さらに、各装置は、第18の識別情報を送受信することで、各フローに対して、Access T
raffic Splittingの機能の実行が許可されないことを示してもよいし、第2のタイプのマ
ルチアクセスセッションに対応するルーティングルールの設定又は変更が許可されなかっ
たことを示してしてもよい。
【０４３２】
　UE_A10は、EPSベアラコンテキスト変更拒絶メッセージ、及び/又はPDN変更拒絶メッセ
ージ、及び/又はINFORMATIONAL要求メッセージを受信する。さらに、UE_A10は、INFORMAT
IONAL要求メッセージを受信した場合、ePDG_A65にINFORMATIONAL応答メッセージを送信す
る(S2514)。各装置は、EPSベアラコンテキスト変更拒絶メッセージ、及び/又はPDN変更拒
絶メッセージ、及び/又はINFORMATIONAL要求メッセージ、及び/又はINFORMATIONAL応答メ
ッセージの送受信に基づき、本手続き中の(B)の手続きを完了する。
【０４３３】
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　各装置は、本手続き中の(A)、又は(B)の手続きの完了に基づいて、本手続きを完了する
。なお、各装置は、本手続き中の(A)の手続きの完了に基づいて、本手続きが受諾された
ことを認識してもよいし、本手続き中の(B)の手続きの完了に基づいて、本手続きが拒絶
されたことを認識してもよい。
【０４３４】
　各装置は、本手続きの完了に基づいて、マルチアクセスセッションに対応するルーティ
ングルールを更新してもよいし、更新しなくてもよい。言い換えると、各装置は、第15の
識別情報、及び/又は第16の識別情報を受信した場合、マルチアクセスセッションに対応
するルーティングルールを更新してもよい。また、各装置は、第17の識別情報、及び/又
は第18の識別情報を受信した場合、マルチアクセスセッションに対応するルーティングル
ールを更新してもよい。
【０４３５】
　さらに、各装置は、第15の識別情報を送受信した場合、マルチアクセスセッションに対
してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能を実行してもよい。また
、各装置は、第15の識別情報を送受信した場合、第１のタイプのマルチアクセスセッショ
ンを用いた通信を行うためのアクセスが設定又は変更されたことを認識してもよいし、設
定又は変更後のアクセスを認識してもよい。
【０４３６】
　また、各装置は、第15の識別情報を送受信した場合、第1のタイプのマルチアクセスセ
ッションに対応づけたルーティングルールが設定又は変更されたことを認識してもよいし
、第1のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけられたルーティングルールを認識
、記憶してもよい。
【０４３７】
　さらに、各装置は、第16の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセス
セッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic S
plittingの機能を実行してもよいし、停止してもよい。さらに、各装置は、第16の識別情
報を送受信した場合、どのフローの通信にAccess Traffic Splittingの機能が適応可能か
を認識してもよい。
【０４３８】
　また、各装置は、第16の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセスセ
ッションに対応づけたルーティングルールが設定又は変更されたことを認識してもよいし
、第2のタイプのマルチアクセスセッションに対応づけられたルーティングルールを認識
記憶してもよい。
【０４３９】
　さらに、各装置は、第17の識別情報を送受信した場合、マルチアクセスセッションに対
してAccess Traffic Switchingの機能、及び/又はNBIFOMの機能の実行が可能ではないと
判断してもよいし、第１のタイプのマルチアクセスセッションを用いた通信を行うための
アクセスが設定又は変更されなかったことを認識してもよい。
【０４４０】
　また、各装置は、第17の識別情報を送受信した場合、第1のタイプのマルチアクセスセ
ッションに対応づけたルーティングルールが設定又は変更されなかったことを認識しても
よい。
【０４４１】
　さらに、各装置は、第18の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセス
セッションを用いて通信可能な、一又は複数のフローの通信に対して、Access Traffic S
plittingの機能を実行、又は停止ができないと判断してもよいし、どのフローの通信にAc
cess Traffic Splittingの機能が適応可能でないかを認識してもよい。
【０４４２】
　また、各装置は、第18の識別情報を送受信した場合、第2のタイプのマルチアクセスセ
ッションに対応づけたルーティングルールが設定又は変更されなかったことを認識しても
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よい。
【０４４３】
　[1.3.5.本実施形態の変形例]
　本実施形態における各装置は、上記で説明した装置とは別の装置であってもよい。例え
ば、MME_A40は、UE_A10等の各装置のモビリティの管理、及び又は各装置間のセッション
の管理の役割を担う装置であるが、本実施形態におけるコアネットワーク_A90では、モビ
リティの管理の役割とセッションの管理の役割とは、別の装置で担ってもよい。
【０４４４】
　具体的にいうと、SME(Session Management Entity)が、MME_A40の内、セッション管理
の機能を担ってもよい。その場合、本実施形態におけるMME_A40は、SME(Session Managem
ent Entity)に置き換えることができる。さらに本実施形態における通信手続きで説明し
た、MME_A40が送受信する各メッセージは、SMEが送受信してもよいし、MME_A40が実施す
る各処理は、SMEが実施してもよい。
【０４４５】
　本実施形態におけるeNB_A45は、E-UTRAN_A80の装置ではなく、他の3GPPアクセスネット
ワーク内の装置であってもよい。例えば、eNB_A45は、NextGen BS_A120であってもよいし
、NB_A22であってもよいし、BSS_A26であってもよい。また、本実施形態におけるTWAG_A7
4は、他のnon-3GPPアクセスネットワーク内の装置であってもよく、WAG_A126であっても
よい。
【０４４６】
　[2.変形例]
　本発明に関わる装置で動作するプログラムは、本発明に関わる実施形態の機能を実現す
るように、Central Processing Unit(CPU)等を制御してコンピュータを機能させるプログ
ラムであっても良い。プログラムあるいはプログラムによって取り扱われる情報は、一時
的にRandom Access Memory(RAM)などの揮発性メモリあるいはフラッシュメモリなどの不
揮発性メモリやHard Disk Drive(HDD)、あるいはその他の記憶装置システムに格納される
。
【０４４７】
　尚、本発明に関わる実施形態の機能を実現するためのプログラムをコンピュータが読み
取り可能な記録媒体に記録しても良い。この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュ
ータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。ここでいう「コンピ
ュータシステム」とは、装置に内蔵されたコンピュータシステムであって、オペレーティ
ングシステムや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また、「コンピュータが読
み取り可能な記録媒体」とは、半導体記録媒体、光記録媒体、磁気記録媒体、短時間動的
にプログラムを保持する媒体、あるいはコンピュータが読み取り可能なその他の記録媒体
であっても良い。
【０４４８】
　また、上述した実施形態に用いた装置の各機能ブロック、または諸特徴は、電気回路、
たとえば、集積回路あるいは複数の集積回路で実装または実行され得る。本明細書で述べ
られた機能を実行するように設計された電気回路は、汎用用途プロセッサ、デジタルシグ
ナルプロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲート
アレイ(FPGA)、またはその他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまた
はトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア部品、またはこれらを組み合わせ
たものを含んでよい。汎用用途プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいし、従
来型のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであっ
ても良い。前述した電気回路は、デジタル回路で構成されていてもよいし、アナログ回路
で構成されていてもよい。また、半導体技術の進歩により現在の集積回路に代替する集積
回路化の技術が出現した場合、本発明の一又は複数の態様は当該技術による新たな集積回
路を用いることも可能である。
【０４４９】
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　なお、本願発明は上述の実施形態に限定されるものではない。実施形態では、装置の一
例を記載したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え
置き型、または非可動型の電子機器、たとえば、AV機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器
、空調機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装
置に適用出来る。
【０４５０】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０４５１】
1 移動通信システム
5 PDN_A
10 UE_A
20 UTRAN_A
22 NB_A
24 RNC_A
25 GERAN_A
26 BSS_A
30 PGW_A
35 SGW_A
40 MME_A
45 eNB_A
46 SCEF_A
50 HSS_A
55 AAA_A
60 PCRF_A
65 ePDG_A
70 WLAN ANa
72 WLAN APa
74 TWAG_A
75 WLAN ANb
76 WLAN APb
80 E-UTRAN_A
90 コアネットワーク_A
120 NextGen RAN_A
122 NextGen BS_A
125 WLAN ANc
126 WAG_A
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